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は
じ
め
に

中
国
研
究
集
刊
玉
号
（
総
五
十
号
）
平
成
二
十
二
年
一
月
一

0
三
ー
一
三
四
頁

『
荘
子
』

「
肪
筐
篇
」

と

『
鬼
谷
子
』

本
論
は
『
荘
子
』
「
肱
徳
篇
」
と
同
文
の
『
鬼
谷
子
』
「
肱
徳
篇
」

が
嘗
て
存
在
し
た
理
由
を
考
察
し
、
こ
の
篇
が
『
鬼
谷
子
』
の
思

想
構
成
上
不
可
欠
と
さ
れ
た
事
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
『
荘
子
』
「
天

下
篇
」
の
「
道
術
」
の
立
場
に
よ
る
内
外
雑
篇
の
構
成
と
『
鬼
谷

子
』
書
の
構
成
を
比
較
し
、
『
鬼
谷
子
』
の
「
道
術
」
が
『
老
子
』

の
展
開
と
し
て
『
荘
子
』
と
対
偶
を
為
す
事
を
論
証
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
（
注
1
)
0

先
ず
、
『
鬼
谷
子
』
「
肱
被
篇
」
は
、
『
荘
子
』
「
肱
徳
篇
」
と
同

じ
だ
と
い
う
点
は
、
武
内
義
雄
氏
に
説
が
あ
る
（
注
2)°

こ
の
点
は

既
に
秦
恩
復
も
『
鬼
谷
子
』
「
符
言
篇
」
後
の
「
転
丸
、
肱
乱
二
篇

皆
亡
」
の
篇
題
下
の
注
に
続
く
案
語
に
、
唐
の
趙
蒻
『
長
短
経
』
（
巻

三
反
経
第
十
三
）
の
引
用
を
引
き
、
「
鬼
谷
子
日
く
」
と
し
て

『
荘
子
』
「
肱
徳
篇
」
の
こ
の
文
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

「
肱
筐
篇
」

し
て
『
長
短
経
』
に
は
「
肱
徳
篇
」
の
文
の
引
用
が
あ
り
、

出
典
を
「
荘
子
日
」
と
「
鬼
谷
子
日
」
と
す
る
二
系
統
の
テ
キ
ス

ト
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
注
3)°

こ
の
様
に
同
一
内
容
の
篇
が
異
な
る

著
作
に
あ
る
の
は
、
当
然
そ
こ
に
編
集
者
の
意
図
を
窺
わ
せ
る
。

次
に
『
老
子
』
の
展
開
と
し
て
『
鬼
谷
子
』
の
「
道
術
」
を
見

る
時
（
注
4
)

、
「
聖
人
」
概
念
の
否
定
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
。
道
家

で
は
「
こ
と
ば
」
は
常
に
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
こ
と

ば
」
で
示
さ
れ
る
「
聖
人
」
概
念
も
相
対
的
で
あ
り
、
そ
の
「
こ

と
ば
」
の
指
す
実
体
が
「
聖
人
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
聖

人
」
概
念
が
絶
対
化
さ
れ
れ
ば
、
「
こ
と
ば
」
に
「
聖
人
」
が
支
配

さ
れ
る
。
こ
の
「
こ
と
ば
」
か
ら
の
脱
却
が
言
語
相
対
論
の
主
眼

で
あ
り
、
そ
の
主
体
者
と
し
て
道
家
的
「
聖
人
」
は
あ
る
。
既
に

検
討
し
た
が
、
『
鬼
谷
子
』
の
「
聖
人
」
概
念
も
そ
の
様
な
も
の
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
現
在
の
『
鬼
谷
子
』
に
は
「
聖
人
」
の
否
定
が

な
い
。
こ
れ
は
縦
横
家
的
特
色
と
も
説
明
で
き
る
が
、
又
そ
れ
故

こ
の

嵩

田

哲

太

郎
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に
自
己
の
利
益
の
為
に
「
こ
と
ば
」
を
用
い
る
邪
説
だ
と
の
非
難

も
あ
る
。
こ
の
非
難
の
根
底
に
は
、
儒
家
の
「
こ
と
ば
」
に
対
す

る
信
頼
（
「
正
名
」
）
が
あ
る
（
注
5)°

こ
れ
は
、
人
は
「
こ
と
ば
」

に
よ
っ
て
人
だ
と
い
う
概
念
絶
対
論
で
あ
る
。
だ
が
、
道
家
一
般

に
対
し
て
こ
の
非
難
が
な
い
の
は
、
す
べ
て
の
概
念
が
相
対
化
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
相
対
論
で
あ
る
と
絶
対
論
の
立
場
か
ら

整
合
的
に
説
明
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
「
聖
人
」
概
念
の
否
定
は
、

「
こ
と
ば
」
を
生
み
出
す
実
体
と
し
て
の
「
聖
人
」
を
そ
の
概
念

の
限
定
か
ら
解
放
し
、
「
聖
人
」
を
「
聖
人
」
と
す
る
条
件
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
『
老
子
』
で
は
「
絶
聖
棄
知
」
と
し
て
解
決
さ
れ
、
『
荘

子
』
内
篇
で
は
、
そ
の
「
老
子
」
の
否
定
に
よ
っ
て
解
決
が
図
ら

れ
て
い
る
（
注
6)°

こ
れ
に
対
し
「
聖
人
」
否
定
の
な
い
『
鬼
谷
子
』

に
は
、
そ
れ
故
に
当
然
恣
意
的
な
詐
術
だ
と
い
う
非
難
が
起
る
の

で
あ
る
。
「
肱
徳
篇
」
の
付
加
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
。
何
故
な

ら
「
肱
徳
篇
」
は
「
絶
聖
棄
知
」
の
解
釈
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
先
ず
『
荘
子
』
「
肱
筐
篇
」
を
検
討
す
る
。

『
荘
子
』
「
肱
箇
篇
」
の
内
容

さ
て
、
『
荘
子
』
「
肱
徳
篇
」
に
あ
っ
て
「
聖
人
」
は
、
盗
賊
を

発
生
さ
せ
る
原
因
で
あ
り
、
又
利
す
る
存
在
で
あ
る
。
即
ち
「
善
」

を
立
て
る
の
は
、
結
局
「
悪
」
を
立
て
る
の
に
等
し
い
と
い
う
事

聖
人
生
じ
て
大
盗
起
る
。
聖
人
を
捨
撃
し
、
盗
賊
を
縦
舎
し
て
、

天
下
始
め
て
治
ま
る
。
夫
れ
川
喝
く
れ
ば
谷
虚
し
く
、
丘
夷
に

し
て
淵
実
つ
。
聖
人
已
に
死
す
れ
ば
則
ち
大
盗
起
こ
ら
ず
、
天

下
平
に
し
て
故
な
し
。
聖
人
死
せ
ず
ん
ば
、
大
盗
止
ま
ず
。
聖

人
を
重
ん
じ
て
天
下
を
治
む
と
雖
も
、
則
ち
是
れ
重
ね
て
盗
距

を

利

す

る

な

り

。

（

肱

徳

）

「
聖
人
生
じ
て
大
盗
起
る
」
の
は
、
「
聖
人
」
が
「
こ
と
ば
」
を
生

み
出
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
「
こ
と
ば
」
を
根
拠
と
す
る
の
が
人

で
あ
る
な
ら
ば
、
（
注
7
)
人
は
「
こ
と
ば
」
を
我
の
前
提
と
し
て
い

る
事
に
な
る
。
故
に
、
人
は
心
に
従
わ
ず
、
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て

示
さ
れ
た
我
の
利
害
に
よ
っ
て
行
動
す
る
。
「
聖
人
」
が
己
を
超
え

て
「
こ
と
ば
」
を
示
し
て
も
、
結
局
は
欲
望
の
具
と
な
る
。
「
聖
人
」

の
「
こ
と
ば
」
は
人
の
間
に
差
を
生
み
出
し
、
盗
賊
を
生
み
出
す

本
な
の
で
あ
る
。
為
に
「
聖
人
」
が
更
に
「
こ
と
ば
」
を
生
み
出

せ
ば
、
益
々
人
を
混
乱
さ
せ
る
。
従
っ
て
、
「
聖
人
」
が
そ
の
「
こ

と
ば
」
の
否
定
相
対
化
と
し
て
自
ら
死
ね
ば
、
人
も
そ
の
我
を
滅

し
、
自
ら
の
心
よ
り
す
る
こ
と
を
自
得
す
る
。
こ
れ
が
「
聖
人
死

せ
ず
ん
ば
、
大
盗
止
ま
ず
。
」
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
概
念
の
枠
組
み
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
『
老

で
あ
る
。
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子
』
十
九
章
の
「
絶
聖
棄
智
、
民
利
百
倍
。
絶
仁
棄
義
、
民
復
孝

慈
。
絶
巧
棄
利
、
盗
賊
元
有
。
此
三
言
也
、
以
為
文
未
足
。
故
令

之
有
所
隔
。
見
素
抱
撲
、
少
私
寡
慾
。
」
を
解
釈
し
た
極
め
て
『
荘

子
』
的
な
（
注
8
)
見
解
で
あ
る
。
勿
論
、
『
老
子
』
の
「
聖
智
」
と
は

「
仁
義
」
の
事
で
、
道
家
の
「
聖
人
」
が
儒
家
の
「
聖
人
」
を
否

定
し
た
と
す
る
事
も
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
以
下
の
文
を
無
視
す

る
事
に
な
る
。
「
仁
義
」
は
「
聖
智
」
の
具
体
例
で
あ
り
、
「
聖
人
」

概
念
自
体
の
否
定
だ
と
い
う
の
が
『
荘
子
』
「
肱
徳
篇
」
の

解
釈
で
あ
る
。

故
に
「
絶
聖
棄
知
」
な
れ
ば
、
大
盗
乃
ち
止
み
、
玉
を
遡
ち
珠

を
毀
て
ば
、
小
盗
起
こ
ら
ず
。
符
を
焚
き
匪
を
破
さ
ば
、
民
朴

郡
に
、
斗
を
捨
り
衡
を
折
ら
ば
、
民
争
は
ず
、
輝
く
天
下
の
聖

法
を
残
は
ば
、
民
始
め
て
与
に
論
議
す
べ
し
。
六
律
を
擢
乱
し
、

竿
悲
を
鰈
絶
し
、
智
瞭
の
耳
を
塞
が
ば
、
天
下
始
め
て
人
ご
と

に
其
の
聡
を
含
ま
ん
。
文
章
を
滅
ぼ
し
、
五
采
を
散
じ
、
離
朱

の
目
を
膠
す
れ
ば
、
天
下
始
め
て
人
ご
と
に
其
の
明
を
含
ま
ん
。

鉤
縄
を
毀
絶
し
、
規
矩
を
面
棄
し
、
エ
顕
の
指
を
退
す
れ
ば
、

天
下
始
め
て
人
ご
と
に
其
の
巧
を
含
ま
ん
。
故
に
日
く
、
「
大
巧

若
拙
」
、
と
。
曾
、
史
の
行
を
削
り
、
楊
、
墨
の
口
を
鉗
し
、
仁

義
を
攘
棄
す
れ
ば
、
天
下
の
徳
、
始
め
て
「
玄
同
」
せ
ん
。
彼

の
人
ご
と
に
其
の
明
を
含
ま
ば
、
則
ち
天
下
錬
せ
ず
。
人
ご
と

（
肱
徳
）

に
其
の
聡
を
含
ま
ば
、
則
ち
天
下
累
せ
ず
。
人
ご
と
に
其
の
知

を
含
ま
ば
、
則
ち
天
下
惑
は
ず
。
人
ご
と
に
其
の
徳
を
含
ま
ば
、

則
ち
天
下
僻
ら
ず
。
彼
の
曾
、
史
、
楊
、
墨
、
師
隈
、
エ
顕
、

離
朱
な
る
者
は
、
皆
外
に
其
の
徳
を
立
て
、
以
て
天
下
を
毛
乱

す
る
者
な
り
。
法
の
用
う
る
な
き
所
な
り
。

こ
の
様
に
「
絶
聖
棄
知
」
は
、
単
に
儒
家
的
「
聖
人
」
や
「
仁

義
」
に
止
ま
ら
ず
、
楊
朱
、
墨
租
等
に
代
表
さ
れ
る
「
聖
人
」
と

そ
の
「
智
慧
」
全
体
の
否
定
だ
と
「
肱
筐
篇
」
は
解
釈
し
て
い
る
。

但
し
、
道
家
の
「
聖
人
」
の
否
定
ま
で
は
こ
こ
に
は
無
い
。
し
か

し
、
こ
の
論
が
自
己
否
定
に
到
っ
て
い
な
い
の
は
、
『
老
子
』
の
「
絶

聖
棄
知
」
と
い
う
「
こ
と
ば
」
を
根
拠
と
す
る
『
荘
子
』
的
解
釈

者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
。
だ
が
飽
く
ま
で
も
「
肱
徳

篇
」
に
於
い
て
「
聖
人
」
は
、
「
桝
」
、
「
仁
義
」
な
ど
と
い
う
概
念

を
生
み
出
し
た
「
聖
人
」
般
な
の
で
あ
る
。

之
が
斗
鮒
を
為
り
て
以
て
之
を
量
れ
ば
、
則
ち
井
せ
て
斗
鮒
と

之
を
叙
み
、
之
が
権
衡
を
為
り
て
以
て
之
を
称
れ
ば
、
則
ち
井

せ
て
権
衡
と
之
を
嶺
み
、
之
が
符
蚕
を
為
り
て
以
て
之
を
信
に

せ
ば
、
則
ち
井
せ
て
符
璽
と
之
を
籟
み
、
之
が
仁
義
を
為
り
て

以
て
之
を
矯
む
れ
ば
、
則
ち
井
せ
て
仁
義
と
之
を
窺
む
。
何
を
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以
て
其
の
然
る
を
知
る
や
。
彼
の
鉤
を
籟
む
者
は
誅
せ
ら
れ
、

国
を
嶺
む
者
は
諸
侯
と
為
る
。
諸
侯
の
門
、
仁
義
焉
に
存
す
。

則
ち
是
れ
仁
義
聖
知
を
籟
む
に
非
ず
や
。
故
に
大
盗
に
逐
ひ
、

諸
侯
を
掲
げ
、
仁
義
を
躇
み
、
斗
朗
、
権
衡
、
符
璽
の
利
を
井

す
者
は
、
軒
覧
の
賞
有
り
と
雖
も
勧
む
る
能
は
ず
、
斧
絨
の
威
、

禁
ず
る
能
は
ず
。
此
れ
重
ね
て
盗
距
を
利
し
、
禁
ず
べ
か
ら
ざ

ら
使
む
る
者
は
、
是
れ
乃
ち
聖
人
の
過
な
り
。
故
に
日
く
、
「
魚

は
淵
を
脱
す
べ
か
ら
ず
。
国
の
利
器
は
以
て
人
に
示
す
べ
か
ら

ず
」
、
と
。
彼
の
聖
人
な
る
者
は
、
天
下
の
利
器
な
り
。
天
下
に

明

ら

か

に

す

る

所

以

に

非

ざ

る

な

り

。

（

肱

箇

）

こ
こ
で
は
『
老
子
』
三
十
六
章
の
「
魚
不
可
脱
於
淵
、
國
之
利

器
不
可
以
示
人
。
」
を
解
釈
し
て
「
聖
人
」
否
定
の
根
拠
と
し
、
「
聖

人
」
の
生
み
出
し
た
も
の
が
人
に
盗
み
取
ら
れ
、
欲
望
の
具
と
さ

れ
る
の
を
「
聖
人
」
の
責
任
と
す
る
。
こ
こ
に
も
善
即
悪
と
い
う

言
語
相
対
論
に
基
く
概
念
の
相
対
化
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
特

定
の
学
派
の
立
場
で
は
な
い
。
更
に
、
こ
の
「
聖
人
」
否
定
は
そ

の
「
聖
人
」
の
「
知
」
自
体
の
否
定
に
連
な
っ
て
い
る
。
勿
論
、

否
定
と
は
概
念
絶
対
化
の
否
定
で
あ
る
。

嘗
て
試
み
に
之
を
論
ぜ
ん
。
世
俗
の
所
謂
至
知
な
る
者
は
、
大

盗
の
為
に
積
ま
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。
所
謂
至
聖
な
る
者
は
、
大

盗
の
為
に
守
ら
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。
何
を
以
て
其
の
然
る
を
知

る
や
。
昔
者
、
龍
逢
は
斬
ら
れ
、
比
干
は
剖
か
れ
、
襄
弘
は
胞

せ
ら
れ
、
子
脊
は
靡
せ
ら
る
。
故
に
四
子
の
賢
に
し
て
、
身
は

戟
よ
り
免
れ
ず
。
故
に
拓
の
徒
、
妬
に
問
ひ
て
日
く
、
妬
日
＜
、

何
ぞ
適
く
と
し
て
道
有
る
こ
と
元
か
ら
ん
や
。
夫
れ
室
中
を
妄

意
し
て
蔵
を
中
つ
る
は
聖
な
り
。
入
る
に
先
ん
ず
る
は
勇
な
り
。

出
づ
る
に
後
る
る
は
義
な
り
。
可
否
を
知
る
は
知
な
り
。
分
か

つ
に
均
し
き
は
仁
な
り
。
五
者
備
は
ら
ず
し
て
能
く
大
盗
を
成

す
者
は
、
天
下
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
是
に
由
り
て

之
を
観
る
に
、
善
人
は
聖
人
の
道
を
得
ざ
れ
ば
立
た
ざ
る
も
、

妬
も
聖
人
の
道
を
得
ざ
れ
ば
行
な
は
れ
ず
。
天
下
の
善
人
は
少

く
、
不
善
人
は
多
し
。
則
ち
聖
人
の
天
下
を
利
す
る
や
少
く
、

天

下

を

害

す

る

や

多

し

。

（

肱

箇

）

「
聖
人
」
も
賢
者
も
存
在
す
れ
ば
、
具
体
的
立
場
を
逃
れ
ら
れ

な
い
。
「
至
知
」
、
「
至
聖
」
も
形
と
し
て
現
さ
れ
れ
ば
、
我
の
欲
望

の
下
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
盗
距
に
と
っ
て
「
聖
人
の
道
」
は
利

用
価
値
の
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
「
聖
人
の
道
」
は
善

悪
の
前
提
で
あ
る
。
だ
が
「
善
人
」
は
少
な
く
、
「
不
善
人
」
は
多

い
。
「
不
善
」
、
理
念
に
反
し
て
行
動
す
る
の
は
、
人
が
我
の
立
場

に
制
約
さ
れ
る
以
上
当
然
で
あ
る
。
「
善
」
、
人
本
来
の
心
に
由
り

損
得
を
越
え
る
者
は
例
外
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
聖
人
」
存
在
と
そ
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の
善
知
識
は
、
「
天
下
」
を
害
す
る
方
が
多
い
の
で
あ
る
。
「
肱
徳

篇
」
の
認
識
は
、
こ
の
様
に
実
際
の
「
天
下
」
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
「
聖
人
」
の
「
こ
と
ば
」
に
よ
る
枠
組
み
が
、
人
の
執
着
す
る

世
界
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
も
そ
の
善
知
識
は
具
体
的
な
「
聖
人
」

の
ひ
と
ま
ず
の
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

故
に
こ
の
概
念
世
界
を
相
対
化
す
る
為
、
知
の
根
源
と
し
て
の
「
聖

人
」
の
否
定
を
「
肱
筐
篇
」
は
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

故
に
嘗
て
試
み
に
之
を
論
ぜ
ん
。
世
俗
の
所
謂
知
な
る
者
は
、

大
盗
の
為
に
積
ま
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。
所
謂
聖
な
る
者
は
、
大

盗
の
為
に
守
ら
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。
何
を
以
て
其
の
然
る
を
知

る
や
。
昔
者
、
斉
国
、
郡
邑
相
ひ
望
み
、
雛
狗
の
音
相
ひ
聞
こ

え
、
固
筈
の
布
く
所
、
未
孵
の
刺
す
所
、
方
二
千
余
里
、
四
党

の
内
を
閾
せ
、
宗
廟
、
社
稜
を
立
て
、
邑
、
屋
、
州
、
間
、
郷
、

曲
を
治
む
る
所
以
の
者
、
昂
ぞ
嘗
て
聖
人
に
法
ら
ざ
ら
ん
や
。

然
り
而
し
て
田
成
子
、
一
旦
に
し
て
斉
君
を
殺
し
て
其
の
国
を

盗
む
。
盗
む
所
の
者
は
、
登
に
独
り
其
の
国
の
み
な
ら
ん
や
。

井
せ
て
其
の
聖
知
の
法
と
之
を
盗
む
。
故
に
田
成
子
は
盗
賊
の

名
有
る
も
、
身
は
尭
舜
の
安
き
に
処
り
、
小
国
は
敢
て
非
と
せ

ず
、
大
国
は
敢
て
誅
せ
ず
、
十
二
世
斉
国
を
有
つ
。
則
ち
是
れ

乃
ち
斉
国
を
嶺
み
、
井
せ
て
其
の
聖
知
の
法
と
以
て
其
の
盗
賊

の

身

を

守

る

も

の

な

ら

ず

や

。

（

肱

徳

）

斉
の
制
度
は
「
聖
人
」
に
法
る
も
の
と
さ
れ
、
田
成
子
は
斉
と

そ
の
「
聖
人
の
法
」
を
併
せ
て
盗
ん
だ
と
さ
れ
る
。
「
聖
人
」
の
生

み
出
し
た
知
が
盗
賊
田
成
子
を
守
り
、
非
難
も
さ
れ
ず
永
続
し
た

と
い
う
具
体
例
か
ら
、
「
知
」
こ
そ
不
善
の
原
因
で
あ
る
と
す
る
。

「
知
」
を
不
善
の
原
因
と
す
れ
ば
、
「
知
」
以
前
を
善
と
し
て
立
て

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
郡
邑
相
ひ
望
み
、
雛
狗
の
音
相
ひ
聞

こ
え
」
と
あ
る
『
老
子
』
八
十
章
の
「
小
国
寡
民
」
説
を
根
拠
と

す
る
理
想
概
念
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
を
文
化
の
否
定
と
す
る
の

は
概
念
絶
対
論
で
あ
る
。
今
が
悪
な
ら
昔
は
善
と
す
る
善
悪
二
元

論
は
、
今
が
善
な
ら
昔
は
悪
の
裏
返
し
で
あ
り
、
今
が
善
と
は
自

己
の
肯
定
、
今
が
悪
と
は
自
己
の
否
定
に
通
じ
、
そ
こ
で
彼
我
の

善
悪
を
論
じ
て
も
、
そ
れ
は
我
則
是
、
彼
即
非
と
い
う
双
方
の
是

非
と
い
う
「
こ
と
ば
」
を
絶
対
的
根
拠
と
す
る
相
対
的
我
に
対
す

る
無
限
循
環
に
陥
る
だ
け
の
執
着
で
あ
る
。
そ
れ
が
否
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
（
注
9
)
。
こ
の
理
想
概
念
は
知
識
の
相
対
化
の
為
の

相
対
概
念
で
あ
り
、
絶
対
的
な
理
念
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
と

す
る
の
は
概
念
絶
対
論
で
あ
る
。

子
は
独
り
至
徳
の
世
を
知
ら
ず
や
。
昔
者
、
容
成
氏
、
大
庭
氏
、

伯
皇
氏
、
中
央
氏
、
栗
陸
氏
、
耀
畜
氏
、
軒
棘
氏
、
赫
脊
氏
、

尊
慮
氏
、
祝
融
氏
、
伏
戯
氏
、
神
農
氏
あ
り
。
是
の
時
に
当
り
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て
や
、
民
は
縄
を
結
び
て
之
を
用
ひ
、
其
の
食
を
廿
し
と
し
、

其
の
服
を
美
と
し
、
其
の
俗
を
楽
し
み
、
其
の
居
に
安
ん
じ
、

隣
国
相
ひ
望
み
、
雛
狗
の
音
相
ひ
聞
こ
ゆ
る
も
、
民
、
老
死
に

至
る
も
相
ひ
往
来
せ
ず
。
此
の
若
き
の
時
は
、
則
ち
至
治
の
み
。

今
、
遂
に
民
を
し
て
頚
を
延
べ
踵
を
挙
げ
て
、
某
所
に
賢
者
有

り
と
日
ひ
、
糧
を
巖
ひ
て
之
に
趣
ら
使
む
る
に
至
る
。
則
ち
内
、

其
の
親
を
棄
て
、
外
、
其
の
主
の
事
を
去
り
、
足
跡
は
諸
侯
の

境
に
接
し
、
車
軌
は
千
里
の
外
に
結
ぶ
。
則
ち
是
れ
上
、
知
を

好

む

の

過

な

り

。

（

肱

徳

）

『
老
子
』
八
十
章
「
小
邦
寡
民
」
の
解
釈
で
あ
る
こ
の
立
場
は
、

知
識
に
捉
わ
れ
る
弊
害
を
強
調
す
る
。
「
至
徳
の
世
」
と
は
、
人
が

「
こ
と
ば
」
は
有
っ
て
も
捉
わ
れ
ず
に
あ
る
状
態
を
言
う
の
で
あ

り
、
相
対
的
知
識
に
よ
る
比
較
で
心
を
煩
わ
さ
な
い
と
い
う
事
で

あ
る
。
古
代
に
「
容
成
氏
」
以
下
の
時
代
が
延
々
と
理
想
的
に
継

続
さ
れ
た
と
す
る
の
は
、
「
今
」
の
相
対
化
の
為
の
論
で
あ
り
、
事

実
に
基
く
も
の
で
は
な
く
、
外
篇
「
寓
言
篇
」
、
「
天
下
篇
」
に
言

う
「
璽
言
」
、
『
老
子
』
と
い
う
「
古
老
の
発
言
に
託
し
て
重
み
を

つ
け
た
こ
と
ば
」
（
金
谷
氏
訳
（
注
11)
）
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
今
」

は
変
化
し
て
き
た
時
代
の
延
長
線
上
に
連
続
す
る
相
対
的
な
も
の

で
あ
り
、
混
乱
し
て
い
る
の
は
、
知
識
の
絶
対
視
に
由
る
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
故
に
混
乱
の
解
消
の
為
に
は
「
知
を
好
む
」

天
下
が
大
乱
す
る
の
は
「
知
を
好
む
」

か
ら
で
あ
り
、

そ
れ
は

が
否
定
さ
れ
る
。
故
に
「
知
」
自
体
は
肯
定
も
否
定
も
さ
れ
て
い

な
い
。
「
知
」
の
否
定
と
は
、
相
対
化
な
の
で
あ
る
。

上
、
誠
に
知
を
好
み
て
元
道
な
れ
ば
、
則
ち
天
下
大
乱
す
。
何

を
以
て
其
の
然
る
を
知
る
や
。
夫
れ
弓
弩
、
畢
七
、
機
変
の
知

多
け
れ
ば
、
則
ち
鳥
、
上
に
乱
る
。
鉤
餌
、
網
筈
、
畜
筍
の
知

多
け
れ
ば
、
則
ち
魚
、
水
に
乱
る
。
削
格
、
羅
落
、
Cm

且
架
の
知

多
け
れ
ば
、
則
ち
獣
、
沢
に
乱
る
。
知
詐
、
漸
毒
、
頷
滑
、
堅

白
、
解
垢
、
同
異
の
変
多
け
れ
ば
、
則
ち
俗
、
弁
に
惑
ふ
。
故

に
天
下
毎
毎
と
し
て
大
乱
す
。
罪
は
知
を
好
む
に
在
り
。
故
に

天
下
は
皆
其
の
知
ら
ざ
る
所
を
求
む
る
を
知
る
も
、
其
の
巳
に

知
る
所
を
知
る
者
な
し
。
皆
其
の
不
善
と
す
る
所
を
非
と
す
る

を
知
る
も
、
其
の
已
に
善
と
す
る
所
を
非
と
す
る
者
な
し
。
是

を
以
て
大
乱
す
。
故
に
上
は
日
月
の
明
を
悸
ひ
、
下
は
山
川
の

精
を
礫
し
、
中
は
四
時
の
施
を
堕
し
、
描
哭
の
晶
、
肖
随
の
物

も
、
其
の
性
を
失
は
ざ
る
な
し
。
甚
だ
し
き
か
な
、
知
を
好
む

の
天
下
を
乱
す
や
。
三
代
よ
り
以
下
は
、
是
れ
の
み
。
夫
の
種

種
の
民
を
舎
て
、
夫
の
役
役
の
侯
を
悦
び
、
夫
の
括
淡
無
為
を

釈
て
、
夫
の
陣
眸
の
意
を
悦
ぶ
。
弊
陣
、
已
に
天
下
を
乱
す
。

（
肱
披
）
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人
が
自
ら
を
基
準
と
し
、
知
ら
な
い
事
を
求
め
、
自
ら
を
相
対
化

す
る
視
点
を
持
た
な
い
事
に
由
る
。
人
は
常
に
与
え
ら
れ
た
「
知
」

を
無
意
識
の
前
提
と
し
、
善
悪
を
立
て
、
不
善
を
批
判
し
、
そ
う

言
う
我
は
善
だ
と
す
る
。
人
が
こ
の
様
に
な
る
の
は
、
上
が
「
元

道
」
、
概
念
を
超
克
し
た
「
括
淡
無
為
」
の
あ
り
方
（
注
10)
を
し
な
い

か
ら
と
言
う
な
ら
、
民
は
本
性
上
非
主
体
的
で
あ
り
、
上
の
「
こ

と
ば
」
を
基
準
に
す
る
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
、
上
に
人
が
立
つ

の
は
「
聖
知
」
を
盗
む
も
の
で
あ
り
、
君
主
は
本
性
上
「
聖
人
」

で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
三
代
以
下
が
混
乱
す
る
の
は
、

田
成
子
の
様
な
「
知
を
好
む
」
人
が
地
位
を
盗
ん
だ
か
ら
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
聖
人
」
が
「
知
」
を
示
し
た
か
ら
な
の
で
あ
っ
た
。
「
知
」

を
「
知
」
と
し
て
貴
ぶ
事
、
善
概
念
絶
対
化
が
否
定
す
べ
き
悪
の

発
生
の
原
因
な
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
本
来
総
て
が
備
わ
っ
て

い
る
状
態
が
自
然
で
あ
る
の
に
、
一
部
を
取
り
立
て
「
こ
と
ば
」

で
切
り
分
け
善
だ
と
絶
対
化
し
て
示
す
事
が
即
悪
な
の
で
あ
り
、

人
の
立
場
か
ら
「
知
」
を
位
置
づ
け
る
事
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

以
上
が
「
肱
椀
篇
」
の
内
容
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
「
肱
被
篇
」

の
「
絶
聖
棄
知
」
の
解
釈
は
、
「
知
」
の
相
対
化
が
目
的
で
あ
る
。

「
知
を
棄
て
る
」
と
は
、
「
知
」
を
絶
対
と
す
る
「
我
」
の
否
定
な

の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
『
老
子
』
第
十
八
に
よ
る
解
釈
で
あ

る。

故
大
道
暖
、
案
有
仁
義
。
智
慧
出
、
案
有
大
偽
。
六
親
不
和
、

案
有
孝
忠
。
邦
家
昏
乱
、
案
有
貞
臣
。

聖
人
の
「
こ
と
ば
」
が
「
知
」
と
し
て
前
提
に
な
れ
ば
、
「
仁
義
」

と
い
う
「
こ
と
ば
」
が
「
大
道
」
を
遮
っ
て
心
を
支
配
し
、
人
は
そ
の

「
こ
と
ば
」
に
よ
る
我
を
中
心
に
行
動
す
る
。
「
智
慧
」
が
「
こ
と
ば
」

と
し
て
示
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
我
の
為
に
利
用
す
る
「
大
偽
」
が

成
立
す
る
。
「
六
親
」
が
調
和
を
失
う
な
ら
、
失
わ
れ
た
も
の
を
得

よ
う
と
す
る
本
来
の
心
は
、
「
孝
忠
」
と
い
う
「
こ
と
ば
」
を
絶
対
と

し
て
立
て
る
。
国
家
が
昏
乱
す
れ
ば
、
「
貞
臣
」
概
念
が
生
み
出
さ

れ
、
人
は
そ
の
「
こ
と
ば
」
を
前
提
と
し
て
我
を
立
て
る
様
に
な
る
。

そ
れ
は
、
「
こ
と
ば
」
を
生
み
出
し
た
「
聖
人
」
の
心
を
主
体
と
す

る
事
で
は
な
く
、
そ
の
生
み
出
さ
れ
た
「
こ
と
ば
」
を
主
体
と
し
て
、

さ
か
さ
ま
に
我
が
確
立
さ
れ
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
の
が
「
聖

人
」
の
否
定
相
対
化
で
あ
る
と
「
肱
椀
篇
」
は
主
張
す
る
。
こ
の

否
定
は
、
道
家
的
な
言
語
相
対
論
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
事
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
最
後
の
前
提
を
越
え
る
の
が
言
語
相
対
論
の
核
心

で
あ
り
、
道
家
に
よ
る
道
家
の
「
聖
人
」
の
否
定
で
あ
り
、
そ
れ

が
「
こ
と
ば
」
を
生
み
出
す
「
聖
人
」
本
来
の
立
場
で
あ
る
。
事

実
『
老
子
』
、
『
荘
子
』
内
篇
で
は
「
聖
人
」
と
そ
の
「
知
」
の
否

定
は
、
最
終
的
に
は
そ
の
自
ら
拠
っ
て
立
つ
根
拠
で
あ
る
道
家
の
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さ
て
「
肱
徳
篇
」
が
「
絶
聖
棄
知
」
の
解
釈
で
あ
り
、
「
聖
人
」

の
否
定
を
通
じ
、
「
知
」
の
相
対
化
を
強
調
す
る
「
荘
子
」
的
傾
向

を
持
つ
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
こ
の
「
聖
人
」
の
否
定
は
、

一
般
的
に
は
儒
家
的
「
聖
人
」
を
否
定
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
注
l
l
)
0

そ
れ
は
、
『
荘
子
』
外
篇
の
「
餅
拇
篇
第
八
」
、
「
馬
蹄
篇
第
九
」
、
「
肱

二
『
荘
子
』
に
於
け
る
「
肱
医
篇
」

の
位
置

「
聖
人
」
と
「
知
」
自
体
の
否
定
に
到
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
「
肱
被
篇
」
に
は
確
か
に
「
老
子
」
、
「
荘
子
」
の
否
定

は
な
い
。
も
し
外
雑
篇
が
「
荘
子
」
の
自
著
で
あ
れ
ば
、
内
篇
に

道
を
示
し
た
「
老
子
」
の
否
定
が
あ
っ
た
様
に
、
こ
こ
に
も
そ
の

否
定
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
様
な
「
聖
人
」
の
死
は

一
般
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
人
は
「
聖
人
」
の
「
こ
と
ば
」
に

よ
っ
て
我
を
保
っ
て
お
り
、
道
家
の
徒
も
人
で
あ
る
以
上
同
様
だ

か
ら
で
あ
る
。
果
し
て
外
雑
篇
の
編
集
者
は
、
こ
の
「
絶
聖
棄
知
」

の
解
釈
を
ど
の
様
な
意
図
の
下
に
配
列
し
た
の
か
。
章
を
改
め
こ

の
点
を
考
察
す
る
。
『
荘
子
』
外
雑
篇
の
中
で
の
「
肱
筐
篇
」
の
位

置
を
考
察
し
、
「
古
の
道
術
」
の
視
点
か
ら
『
荘
子
』
全
体
の
編
集

方
針
を
示
し
た
「
天
下
篇
」
の
編
集
者
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る

の
は
、
同
じ
く
「
道
術
」
を
唱
え
る
『
鬼
谷
に
あ
っ
た
「
肱

徳
篇
」
と
の
比
較
の
前
提
で
あ
る
。

徳
篇
第
十
」
及
び
「
在
宥
篇
第
十
一
の
首
二
章
を
ま
と
ま
り

の
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
か
ら
す
れ
ば
（
注
12)

、
儒
家
の
「
聖
人
」

と
「
仁
義
」
を
対
象
と
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

「
肱
徳
篇
第
十
」
を
含
む
こ
の
四
篇
に
共
通
す
る
論
は
「
聖
人
」
、

「
知
」
と
い
う
人
が
基
準
と
す
る
べ
き
理
念
の
否
定
で
あ
る
が
、

武
内
氏
は
、
「
要
す
る
に
餅
拇
か
ら
在
宥
に
至
る
四
篇
は
仁
義
礼
楽

に
よ
っ
て
天
下
の
治
を
謀
る
儒
家
の
説
に
反
対
し
て
絶
聖
棄
知
を

叫
び
、
人
は
よ
ろ
し
く
そ
の
自
然
の
性
情
に
従
っ
て
生
活
す
べ
き

だ
と
主
張
し
た
も
の
で
、
そ
の
絶
聖
棄
知
を
叫
ん
だ
点
は
慎
到
派

の
主
張
と
一
致
す
る
」
と
し
、
「
こ
れ
ら
の
諸
篇
に
お
い
て
は
絶
聖

棄
知
説
が
い
っ
そ
う
露
骨
に
主
張
さ
れ
て
儒
家
を
排
斥
す
る
気
分

が
濃
厚
に
な
っ
て
居
る
。
」

(IL13)

と
し
て
道
家
が
儒
家
に
反
対
し
た

の
だ
と
す
る
。

だ
が
、
こ
の
儒
家
の
否
定
と
い
う
の
は
、
他
篇
と
併
せ
て
の
推

定
で
あ
り
、
「
肱
徳
篇
」
で
も
儒
家
だ
け
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
こ
れ
は
他
三
篇
も
同
様
で
あ
る
。
「
仁
義
」
も
「
知
」
の
代

表
概
念
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
楊
朱
や
墨
祖
も
否
定
す
る
以

上
、
「
聖
人
」
は
、
「
聖
人
」
一
般
で
あ
る
。
だ
が
、
「
聖
人
」
や
「
知
」

自
体
の
否
定
は
、
「
絶
聖
棄
知
」
と
い
う
『
老
子
』
の
「
こ
と
ば
」
、

更
に
は
「
こ
と
ば
」
一
般
も
否
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
否
定
は
一

般
的
に
は
論
外
に
置
か
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
道
家
的
「
聖

人
」
は
肯
定
す
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
矛
盾
で
あ
る
。
「
絶
聖

(110) 



棄
知
」
と
し
て
「
知
」
の
相
対
を
言
い
な
が
ら
、
自
ら
の
「
聖
人
」

と
そ
の
道
家
的
知
恵
は
善
と
す
る
の
は
、
自
己
を
神
と
し
て
除
外

し
た
相
対
論
で
あ
る
。
こ
れ
を
意
識
化
す
る
の
が
、
「
こ
と
ば
」
の

枠
組
み
を
超
え
よ
う
と
す
る
概
念
相
対
論
の
目
的
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
「
概
念
は
相
対
で
あ
る
」
と
い
う
「
こ
と
ば
」
を
絶
対
化
す

る
事
は
概
念
相
対
論
に
と
っ
て
自
殺
行
為
で
あ
る
。

事
実
、
外
篇
で
は
「
田
子
方
篇
第
二
十
一
」
、
「
知
北
遊
篇
第
二

十
二
」
、
雑
篇
で
は
「
庚
桑
楚
篇
第
二
十
三
」
、
「
徐
無
鬼
篇
第
二
十

四
」
、
「
則
陽
篇
第
二
十
五
」
、
「
外
物
篇
第
二
十
六
」
、
「
寓
言
篇
第

二
十
七
」
、
「
譲
王
篇
第
二
十
八
」
、
「
盗
距
篇
第
二
十
九
」
等
の
篇

が
、
こ
の
事
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

黄
帝
日
く
、
彼
の
元
為
謂
は
真
に
是
な
り
。
狂
屈
は
之
に
似
る
。

我
と
汝
と
は
終
に
近
か
ら
ず
。
夫
れ
「
知
る
者
は
言
は
ず
、
言

ふ
者
は
知
ら
ず
。
」
（
老
子
五
十
六
章
）
故
に
「
聖
人
は
不
言
の

教
を
行
ふ
。
」
（
同
二
章
）
道
は
致
す
べ
か
ら
ず
、
徳
は
至
る
べ

か
ら
ず
。
仁
は
為
す
べ
く
、
義
は
防
く
べ
く
、
礼
は
相
ひ
偽
る
。

故
に
日
く
、
「
道
を
失
ひ
て
後
徳
、
徳
を
失
ひ
て
後
仁
、
仁
を
失

ひ
て
後
義
、
義
を
失
ひ
て
後
礼
、
礼
は
、
道
の
華
、
乱
の
首
な

り
」
と
。
（
同
三
十
八
章
）
故
に
日
く
、
「
道
を
為
す
者
は
日
々

に
損
す
。
之
を
損
し
て
又
之
を
損
し
以
て
元
為
に
至
る
。
元
為

に
し
て
為
さ
ざ
る
な
し
」
と
。
（
同
四
十
八
章
）
今
已
に
物
と
為

る
や
、
「
復
た
根
に
帰
る
。
」
（
同
十
六
章
）
亦
難
か
ら
ず
や
。
其

の
易
き
や
、
其
れ
唯
だ
大
人
の
み
か
、
と
。
（
知
北
遊
）

こ
れ
は
解
釈
で
は
な
く
、
子
』
の
「
こ
と
ば
」
の
羅
列
で
あ

る
。
「
こ
と
ば
」
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
思
考
せ
ず
、
そ
の
「
こ
と

ば
」
を
前
提
に
す
る
の
は
、
自
ら
引
用
し
た
『
老
子
』
四
十
八
章

の
「
学
を
為
せ
ば
日
々
に
益
す
」
学
者
の
立
場
で
あ
る
。
「
知
」
に

基
く
同
義
反
復
は
、
そ
の
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
世
界
に
対
す
る
確
認
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
道
家
学
派
と
さ
れ

る
学
者
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
態
度
は
雑
篇
に
至
れ
ば
「
晏
子
の

御
」
の
如
き
観
を
呈
す
る
。

学
ぶ
者
は
、
其
の
学
ぶ
能
は
ざ
る
所
を
学
ぶ
。
行
ふ
者
は
、
其

の
行
ふ
能
は
ざ
る
所
を
行
ふ
。
弁
ず
る
者
は
、
其
の
弁
ず
る
能

は
ざ
る
所
を
弁
ず
。
知
は
其
の
知
る
能
は
ざ
る
所
に
止
れ
ば
、

至
れ
り
。
若
し
是
に
即
か
ざ
る
者
有
ら
ば
、
天
鉤
之
を
敗
ら
ん
。

庚
桑
楚
）

「
斉
物
論
」
の
「
故
に
知
は
其
の
知
る
能
は
ざ
る
所
に
止
れ
ば
、

至
れ
り
。
執
か
不
言
の
弁
‘
不
道
の
道
を
知
ら
ん
。
」
を
引
き
写
し
、

「
獲
生
主
篇
」
の
「
吾
が
生
や
涯
有
り
。
而
る
に
知
や
涯
元
し
。

涯
有
る
を
以
て
涯
元
き
に
随
ふ
は
、
殆
き
の
み
。
」
を
根
拠
に
し
、

(111) 



養
生
主
篇
第
三

1
言
の
無
限
分
節

4
我
の
枠
組
み

「
斉
物
論
」
の
「
是
を
以
て
聖
人
は
之
を
和
す
る
に
是
非
を
以
て

し
天
鉤
に
休
ふ
。
」
を
理
念
と
し
て
自
家
の
優
位
を
示
す
の
は
、
既

に
道
家
的
理
念
絶
対
視
の
善
悪
二
元
論
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
点
は
、
「
天
下
篇
」
の
編
集
者
に
は
認
識
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
編
集
の
構
成
を
見
る
。
『
荘
子
』
全
篇

を
概
観
す
れ
ば
次
の
様
に
な
る
。

内
篇

(
7
)
荘
子
の
立
場

逍
遥
遊
篇
第
一

1
相
対
概
念
の
超
克

2
概
念
の
虚
構
性

4
我
の
相
対
5
我
の
相
対
の
超
克

3
我
の
錯
覚

斉
物
論
篇
第
二

1
我
概
念
自
体
の
超
克
2
言
の
根
源
3
言
と
物
の
相
対

4
言
と
物
の
根
源
5
「
三
」
（
言
、
我
、
物
）
の
相
対

6
言
の
枠
組
み
7
言
の
根
源

8

（
甑
簡
）

9
我
（
認

識
）
の
相
対

10
我
の
根
源

11
我
概
念
の
相
対

12
我
の

非
主
体
性

13
我
概
念
の
相
対

2
言
の
本
来
的
働
き
3
我
の
限
定
性

5
言
の
絶
対
化
の
否
定
（
老
子
の
死
）

6
物
の
相
対

人
間
世
篇
第
四

1
言
の
超
克
（
「
心
斎
」
）
（
「
道
術
」
に
相
当
）
2
相
対
的

言
の
枠
へ
の
対
応
（
「
道
術
」
に
相
当
）

3
言
の
超
克
と
対

応
（
「
道
術
」
に
相
当
）

4
相
対
的
価
値
（
言
）
の
超
克

5
我
の
相
対

6
我
の
相
対
7
我
の
相
対
8
我
の
相
対

徳
充
符
篇
第
五

1
我
と
物
の
超
克
（
「
不
言
の
教
」
）

3
我
と
物
へ
の
執
着
4
物
の
超
克

克

へ

の

執

着

大
宗
師
篇
第
六

1
我
の
超
克
（
「
真
人
」
）
2
我
の
超
克

（
「
道
」
）
4
言
の
自
己
分
節
5
物
の
超
克

克
（
「
道
術
」
）
7
我
の
相
対
8
言
の
背
後

克

10
我
の
超
克

応
帝
王
篇
第
七

1
言
の
超
克
2
（
文
義
不
明
）
3
言
の
超
克
（
「
無
為
の

治
」
）
4
物
と
の
一
体
化
5
物
の
超
克
（
「
列
子
」
）

6
 

3
言
の
根
源

6
言
の
超

の
超

，
 

2
我
と
物
の
超
克

5
我
と
物
と
言
の
超
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．
天
地
篇

第
十

馬

蹄

篇

第

九

1
言
へ
の
執
着
の
解
説
（
「
撲
」
『
老
子
』
2
8
章
）

6
物
と
の
一
体
化

7
言
の
超
克
（
「
混
沌
」
）

外
篇

(
1
5
)
解
釈
者
の
立
場

餅

拇

篇

第

八

1
言
へ
の
執
着
の
解
説

肱

徳

篇

第

十

1
言
へ
の
執
着
の
解
説
（
「
絶
聖
棄
知
」

章）

1
9
章
「
大
道
廃
」

18 

在

宥

篇

第

十

1
言
の
超
克
の
解
説
(
1
3
章
）

2
言
の
超
克
の
解
説

3
言
の
超
克
の
解
説
（
「
絶
聖
棄
知
」
1
9
章
）
4
物
と
の
一
体

化
の
解
説
(
2
0
章
）
5
物
と
の
一
体
化
の
解
説
(
5
7
章
）

6
我
と
物
の
超
克
の
解
説

7
我

の

相

対

の

解

説

8

の

相
対
の
解
説

刻

意

篇

第

十

五

1
言
の
超
克
の
解
説

1
言
の
解
説

2
言
の
解
説

3
言
の
解
説
4
言
の
相
対

化
の
解
説

5
言
の
相
対
化
の
解
説
(
2
1
章
）
6
我
の
超

克
の
解
説
7
言
の
相
対
の
解
説

8
言
の
解
説

9
言
と

我
の
相
対
の
解
説
1
0
言
の
相
対
の
解
説
1
1
言
の
超
克
の

解
説
（
「
混
沌
氏
の
術
」
）

12
我
の
相
対
の
解
説
1
3
言
の

超
克
の
解
説
1
4
の
超
克
の
解
説
1
5
言
の
超
克
の
解

説
天

道

篇

第

十

三

1
言
の
整
理

2
言
の
整
理

3
言
の
整
理
4
言
の
整
理

5
言
の
整
理
6
我
の
超
克
の
解
説

7
言
の
超
克
の
解
説

8
言
の
超
克
の
解
説
9
我
の
超
克
の
解
説
1
0
言
の
超
克

の
解
説
(
5
6
章
）

天

運

篇

第

十

四

1
言
の
解
説

2
言
の
超
克
の
解
説

3
言
の
超
克
の
解
説

4
言
へ
の
執
着
の
解
説
5
言
の
超
克
の
解
説
6
言
へ
の

執
着
の
解
説
7
へ
の
執
着
の
解
説

8
言
の
超
克
の
解

説
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秋

水

篇

第

十

七

1
言
の
枠
組
み
の
超
克
の
解
説

2
言
の
枠
組
み
の
超
克
の

解
説

3
言
の
限
定
の
超
克
の
解
説

4
言
の
枠
組
み
の
解

説
5
言
の
枠
組
み
の
解
説
6
言
の
枠
組
み
へ
の
執
着
の

解

説

の

枠

組

み

の

解

説

至

楽

篇

第

十

八

1
言
の
超
克
の
解
説
2
我
の
超
克
の
解
説

3
我
の
超
克

の
解
説

4
我
の
超
克
の
解
説

5
我
の
相
対
の
解
説

6
の
相
対
の
解
説

達

生

篇

第

十

九

1
言
の
解
説

2
物
の
超
克
の
解
説

3
我
の
超
克
の
解
説

4
我
の
超
克
の
解
説
5
我
の
超
克
の
解
説
6
言
の
超
克

の
解
説
7
言
の
超
克
の
解
説
8
我
の
超
克
の
解
説

9
我
の
超
克
の
解
説
1
0
我
の
超
克
の
解
説

11
我
の
超
克

の
解
説
1
2
我
の
超
克
の
解
説
1
3
我
の
超
克
の
解
説

7
 

繕

性

篇

第

十

六

1
言
の
分
節
の
解
説

山

木

篇

一

十

1
言
の
超
克
の
解
説

2
我
の
超
克
の
解
説

3
我
の
超
克

の
解
説

4
我
の
超
克
の
解
説

5
言
の
超
克
の
解
説

6
言
の
超
克
の
解
説
7
言
の
超
克
の
解
説
8
言
の
超
克

の

解

説

の

超

克

の

解

説

田
子
方
篇
第
二
十
一

1
言
の
超
克
の
解
説
2
言
の
超
克
の
解
説

3
言
の
超
克

の
解
説

4
言
の
超
克
の
解
説
5
言
の
超
克
の
解
説

6
言
の
超
克
の
解
説
7
言
の
超
克
の
解
説

8
言
の
超
克

の
解
説
9
我
の
超
克
の
解
説
1
0
我
の
超
克
の
解
説

11

の
超
克
の
解
説

知
北
遊
篇
第
二
十

1
言
の
超
克
の
解
説

(
2

「
不
言
の
教
」
、
1
6
、
3
8
、
4
8
、

56
章
）
2
言
の
超
克
の
解
説
3
言
の
超
克
の
解
説

4
我
の
超
克
の
解
説
5
言
の
分
節
の
解
説
6
言
の
超
克

の
解
説
7
言
の
超
克
の
解
説

8
言
の
超
克
の
解
説

9
言
の
超
克
の
解
説
1
0
言
の
超
克
の
解
説

(14
章）

11
言
の
超
克
の
解
説
1
2
言
の
超
克
の
解
説
1
3
我
の
超
克

の
解
説

，
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雑
篇

(11)

学
者
の
立
場

庚
桑
楚
篇
第
二
十
三

1
老
子
の
言
の
解
説
(
1
7
、

55
章
）
2
老
子
の
言
の
解
説

(58章）

3
荘
子
の
言
の
解
説
（
斉
物
論
篇
4
、

7
)

4
荘
子
の
言
の
解
説
（
徳
充
符
篇
4
)
5
荘
子
の
言
の
解

説
（
斉
物
論
篇
4
、
知
北
遊
篇
1
2
)
6
荘
子
の
言
の
解
説

（
斉
物
論
篇
4
、
大
宗
師
篇
5

)

7
荘
子
の
言
の
解
説
（
逍

遥
遊
篇
1

)

8

荘
子
の
言
の
解
説
（
天
運
篇
2
)

9
老
子
の
言
の
解
説
(
3
7
章
）
1
0
荀
子
、
墨
子
の
言
の
解

説
（
正
名
篇
、
経
上
篇
）

11

の
分
節
（
聖
人
八
全
人
）

1
2
言
の
分
節
（
「
聖
人
の
道
」
）

徐
無
鬼
篇
第
二
十
四

1
言
の
解
説
（
「
真
人
」
）

2
言
の
解
説

(
2
章
、
斉
物
論

篇
7

)

3

言
の
解
説
（
馬
蹄
篇
1

)

4

物
の
超
克
の
解

説

5
言
の
相
対
の
解
説

6
我
の
超
克
の
解
説
7
我
の

超
克
の
解
説
（
管
子
説
話
）

8
我
の
超
克
の
解
説

9
我
の
超
克
の
解
説
1
0
荘
子
の
言
（
天
地
篇

1
)

に
よ
る

老
子
の
言

(
2
章
「
不
言
の
教
」
）
の
解
説

11
荘
子
の
言
（
「
至

人
」
）
の
解
説
（
庚
桑
楚
篇
1
)
1
2
荘
子
の
言
の
解
説
（
庚

桑
楚
篇
1
)
1
3
言
の
解
説
（
「
真
人
」
）

則

陽

篇

第

二

十

五

1
言
（
「
聖
人
」
）
の
解
説
（
知
北
遊
篇
1
3
)
2
言
の
解
説

(
1
6
章
、
斉
物
論
篇
3
、
4
、
5
、
知
北
遊
篇
13)

3
我
の
超
克
の
絶
対
視
（
詭
弁
）
4
我
の
超
克
の
絶
対
視

（
現
実
逃
避
）
5
我
の
超
克
の
絶
対
視
（
利
害
）
6
我
の

超
克
の
絶
対
視
（
教
条
化
）

7
我
の
相
対
の
絶
対
化

8
言
の
相
対
の
絶
対
化
9
言
の
相
対
の
絶
対
化

(
5
、25、

32、37、

48
、
5
8
章
、
天
運
篇
5
、
繕
性
篇
1
、
秋
水
篇
1
)

外

物

篇

第

二

十

六

1
物
の
相
対
の
解
説
2
物
の
相
対
の
解
説

3
我
の
相
対

の
解
説
4
言
の
相
対
の
解
説
5
言
の
超
克
の
解
説

6
言
の
相
対
の
解
説
7
言
（
「
無
用
」
）
の
解
説

(11
章、

逍
遥
遊
篇
4
、

5

)

8

言
（
「
至
人
」
）
の
解
説
（
天
道
篇

9

)

9

言
の
分
節
の
解
説
1
0
言
の
超
克
の
解
説
（
人
間

世
篇
1
)
1
1
言
（
「
神
人
」
）
の
解
説
（
逍
遥
遊
篇
1
)

1
2
言
の
超
克
の
絶
対
化
（
逍
遥
遊
篇
2
)
1
3

の
超
克
の

解
説
（
「
忘
荼
」
）

寓

言

篇

第

二

十

七

1
荘
子
の
言
（
「
天
悦
」
斉
物
論
篇
11
、
「
天
均
」
斉
物
論
篇
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盗

妬

篇

第

二

十

九

1
言
の
相
対
の
解
説

2

の
解
説

4
、
「
種
」
至
楽
篇
6
)
の
分
類
解
説
（
「
寓
言
」
、
「
重
言
」
、

「
厄
言
」
）
2
我
の
相
対
の
解
説
（
則
陽
篇
7

)

3

我
の

相
対
の
解
説

4
我
の
超
克
の
解
説
（
大
宗
師
篇
4
)

5
我
の
相
対
の
解
説
（
斉
物
論
篇
1
2
)
6
我
の
超
克
の
解

説

(41章）

譲

王

篇

第

二

十

八

1
荘
子
の
言
の
解
説
（
逍
遥
遊
篇
2

)

2

老
子
の
言
の
解

説
(
1
3
章
）

3
老
子
の
言
の
解
説
(
1
3
章
）
4
老
子
の

言
の
解
説
(
1
3
章
）
5
荘
子
の
言
（
「
神
人
」
）
の
解
説
（
逍

遥
遊
篇
3

)

6

老
子
の
言
の
解
説

(33
、
72
章）

7
荘
子
の
言
の
解
説
（
逍
遥
遊
篇
2

)

8

荘
子
の
言
の
解

説
（
山
木
篇
6

)

9

荘
子
の
言
の
解
説
（
山
木
篇
6
)

1
0
荘
子
の
言
の
解
説
（
山
木
篇
6
)
1
1
老
子
の
言
の
解
説

(
5
2
、
5
5
章
）
1
2
荘
子
の
言
の
解
説
（
山
木
篇
7
)

1
3
荘
子
の
言
の
解
説
（
逍
遥
遊
篇
2
)
1
4
荘
子
の
言
の
解

説
（
逍
遥
遊
篇
2
)

の
相
対
の
解
説

3
言
の
相
対

列
御
寇
篇
第
三
十
二

1
老
子
の
言
の
解
説

(70

「
被
褐
懐
玉
」
）

2
荘
子
の
言

の
解
説
（
養
生
主
篇
5
「
遁
天
之
刑
」
）

3
老
子
の
言
の
解

説
(
5
6
章
「
言
者
不
知
」
）
4
荘
子
の
言
の
解
説
（
餅
拇
篇

1
「
無
用
」
）
5
言
の
超
克
の
解
説
6
荘
子
の
言
の
解
説

（
逍
遥
遊
篇
1

)

7

我
の
超
克
の
解
説
8
言
の
超
克
の

解
説

9
我
の
超
克
の
解
説
1
0
荘
子
の
言
（
「
真
人
」
）
の

解
説
（
人
間
世
篇
2
)
1
1
我
の
超
克
の
解
説
（
鬼
谷
子
の

「
描
摩
」
に
相
当
）
1
2
我
の
相
対
の
解
説
1
3
我
の
超
克

の
解
説

14
我
の
超
克
の
解
説
（
達
生
篇
1
)
1
5
我
の
超

克
の
解
説
1
6
言
の
枠
組
み
の
解
説
（
秋
水
篇
5
)

1
7
我
の
超
克
の
解
説

18
言
の
超
克
の
解
説

天

下

篇

第

三

十

三

編

集

者

の

立

場

1
道
術
論
本
論
（
言
の
自
己
展
開
生
滅
）

漁

父

篇

第

三

十

一

の
超
克
の
解
説

ー

2
具
体
例
（
墨

説

剣

篇

第

三

十

1
言
の
目
的
（
説
得
術
）
（
鬼
谷
子
の
「
結
」
に
相
当
）
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「
天
下
篇
」

は
「
道
術
」
と
い
う
視
点
で
文
化
を
説
明
す
る
。

最
初
に
『
荘
子
』
を
編
集
し
た
者
が
「
天
下
篇
」
の
作
者
で
あ

り
、
現
行
の
『
荘
子
』
三
十
三
篇
本
は
ほ
ぼ
そ
の
構
成
を
継
承
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
編
集
者
は
『
荘
子
』
書
を
自
著
と
解
釈

と
模
倣
の
三
重
構
造
で
構
成
し
、
そ
の
言
の
生
滅
を
示
す
と
い
う

構
成
意
図
を
「
天
下
篇
」
で
述
べ
て
い
る
と
す
る
事
が
で
き
る
。
『
荘

子
』
「
天
下
篇
」
に
つ
い
て
、
金
谷
氏
は
『
荘
子
』
「
恵
施
篇
」
（
注
14)

と
思
わ
れ
る
後
半
を
除
く
部
分
を
「
道
家
思
想
を
中
心
と
す
る
体

系
的
な
哲
学
的
著
述
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
（
注
15)°

し
か
し
、
「
天

下
篇
」
後
半
の
「
恵
施
」
に
関
す
る
論
も
含
め
た
全
体
は
、
一
貫

し
た
概
念
相
対
論
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
と
見
る
事
が
出
来

る
。
そ
こ
で
次
に
「
天
下
篇
」
の
内
容
を
見
る
（
注
16)0

三
「
天
下
篇
」
の
視
点

（
各
篇
の
断
章
は
金
谷
治
『
荘
子
』
（
岩
波
文
庫
）
に
従
う
）

雹
、
禽
滑
腋
）

3
具
体
例
（
宋
妍
、
手
文
）

4
具
体
例

（
影
蒙
、
田
絣
、
慎
到
）

5
具
体
例
（
関
手
、
老
眼
）

6
具
体
例
（
荘
周
）

7
言
へ
の
執
着
の
具
体
例
（
恵
施
の

詭
弁
）

そ
し
て
、
「
荘
子
」
は
そ
の
「
古
の
道
術
」
の
―
つ
の
展
開
例
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
ず
編
集
者
の
「
道
術
」
に
つ
い
て
の
論

を
見
る
。

天
下
の
方
術
を
治
む
る
者
は
多
し
。
皆
其
の
有
を
以
て
加
ふ
べ

か
ら
ず
と
為
す
。
古
の
所
謂
道
術
は
、
果
し
て
悪
に
か
在
る
。

日
く
、
在
ら
ざ
る
元
し
、
と
。
日
く
、
神
は
何
に
由
り
て
降
り
、

明
は
何
に
由
り
て
出
づ
る
か
、
と
。
聖
に
生
ず
る
所
有
り
、
王

に

成

る

所

有

り

、

皆

一

に

原

く

。

（

天

下

）

「
道
術
」
は
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
存
在
し
、
そ
の
「
神
」
、
「
明
」

の
働
き
は
「
聖
」
、
「
王
」
と
し
て
の
人
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

が
、
皆
「
一
」
に
基
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
が
「
こ
と

ば
」
を
媒
介
と
し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
人
の
世
の
あ
ら
ゆ

る
場
所
に
存
在
し
得
る
も
の
は
「
こ
と
ば
」
以
外
に
な
く
、
優
れ

た
人
物
、
功
績
が
優
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
の
は
「
こ
と
ば
」
に
由

る
以
外
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
「
こ
と
ば
」
が
皆
「
一
」
に
基

く
な
ら
、
「
一
」
と
は
、
「
こ
と
ば
」
を
生
み
出
す
原
点
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
人
に
共
通
す
る
基
く
べ
き
も
の
は
な
い
。
こ
の
原
点

「
-
」
を
起
点
に
編
集
者
は
人
を
分
類
す
る
。

宗
を
離
れ
ざ
る
、

之
を
天
人
と
謂
ふ
。
精
を
離
れ
ざ
る
、

之
を
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神
人
と
謂
ふ
。
真
を
離
れ
ざ
る
、
之
を
至
人
と
謂
ふ
。
天
を
以

て
宗
と
為
し
、
徳
を
以
て
本
と
為
し
、
道
を
以
て
門
と
為
し
、

変
化
に
兆
す
、
之
を
聖
人
と
謂
ふ
。
仁
を
以
て
恩
と
為
し
、
義

を
以
て
理
と
為
し
、
礼
を
以
て
行
と
為
し
、
楽
を
以
て
和
と
為

し
、
薫
然
と
し
て
慈
仁
な
る
、
之
を
君
子
と
謂
ふ
。
法
を
以
て

分
と
為
し
、
名
を
以
て
表
と
為
し
、
参
を
以
て
験
と
為
し
、
稽

を
以
て
決
と
為
し
、
其
の
数
は
―
二
三
四
、
是
な
り
。
百
官
此

れ
を
以
て
相
ひ
歯
す
。
事
を
以
て
常
と
為
し
、
衣
食
を
以
て
主

と
為
し
、
蕃
息
畜
蔵
、
老
弱
孤
寡
も
て
意
と
為
し
、
皆
以
て
養

ふ

有

る

は

、

民

の

理

な

り

。

（

天

下

）

「
天
人
」
、
「
神
人
」
、
人
」
は
「
一
」
と
一
体
化
し
た
人
物

と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
聖
人
」
以
上
の
存
在
者
と
し
て
「
聖

人
」
を
相
対
化
す
る
為
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

何
故
な
ら
「
聖
人
」
は
、
上
文
の
「
聖
に
生
ず
る
所
有
り
」
と
有

る
様
に
、
「
道
を
門
と
為
し
」
て
そ
の
「
門
」
か
ら
「
こ
と
ば
」
を

生
み
出
す
「
道
術
」
の
中
心
的
存
在
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
生
み
出
さ
れ
た
「
こ
と
ば
」
、
「
仁
」
、
「
義
」
、
「
礼
」
、

「
楽
」
と
い
う
上
位
語
に
従
う
の
が
人
の
上
位
者
で
あ
る
「
君
子
」

で
あ
り
、
「
王
に
成
る
所
有
り
」
と
さ
れ
る
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て

示
さ
れ
た
あ
る
べ
き
形
の
具
体
化
は
、
「
法
」
、
「
名
」
と
い
う
下
位

の
「
こ
と
ば
」
に
基
く
「
百
官
」
に
当
る
人
の
職
分
と
さ
れ
、
原

存
在
と
し
て
の
人
で
あ
る
「
民
」
は
、
「
百
官
」
に
よ
っ
て
分
類
整

理
さ
れ
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
仕
「
事
」
を
「
常
」
、
当

然
の
事
と
し
、
「
衣
食
」
と
い
う
生
の
維
持
、
「
養
」
を
「
意
」
、
「
主
」
、

中
心
と
し
て
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
編
集
者
の
「
人
」

の
分
類
は
、
「
こ
と
ば
」
を
生
み
出
す
「
聖
人
」
と
、
「
こ
と
ば
」

に
随
う
「
人
」
の
二
極
に
基
い
て
い
る
。
編
集
者
は
こ
の
具
体
化

が
「
道
」
の
具
現
化
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

古
の
人
は
其
れ
備
わ
れ
る
か
な
。
神
明
に
配
し
、
天
地
に
醇
に

し
て
、
万
物
を
育
し
、
天
下
を
和
し
、
沢
、
百
姓
に
及
ぶ
。
本

数
を
明
ら
か
に
し
て
、
末
度
を
係
し
、
六
通
四
辟
し
、
小
大
精

粗
あ
り
て
、
其
の
運
り
は
在
ら
ざ
る
な
し
。
其
の
明
ら
か
に
し

て
数
度
に
在
る
者
は
、
旧
法
世
伝
の
史
、
尚
ほ
多
く
之
れ
有
り
。

其
の
詩
書
礼
楽
に
在
る
者
は
、
郡
魯
の
士
、
措
紳
先
生
、
多
く

能
＜
之
を
明
ら
か
に
す
。
詩
は
道
を
以
て
志
し
、
書
は
道
を
以

て
事
と
し
、
礼
は
道
を
以
て
行
は
れ
、
楽
は
道
を
以
て
和
し
、

易
は
道
を
以
て
陰
陽
し
、
春
秋
は
道
を
以
て
名
分
あ
り
。
其
の

数
、
天
下
に
散
じ
て
中
国
に
設
く
る
者
、
百
家
の
学
、
或
は
時

に

称

し

て

之

を

道

と

す

。

（

天

下

）

当
時
も
存
在
し
た
「
旧
法
世
伝
の
史
」
、
「
郡
魯
の
士
、
措
紳
先

生
」
は
、
こ
の
理
想
を
伝
承
す
る
者
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
伝
承
さ
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れ
た
「
詩
、
書
、
礼
、
楽
、
易
、
春
秋
」
、
つ
ま
り
経
」
と
さ

れ
る
文
化
は
、
す
べ
て
「
道
」
に
基
く
も
の
だ
と
位
置
づ
け
（
注
17)
、

更
に
「
百
家
の
学
」
も
時
と
し
て
そ
の
伝
え
ら
れ
た
も
の
を
「
道
」

と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
「
道
家
者
流
」
を
指
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
要
す
る
に
編
集
者
は
古
代
に
於
い
て

実
際
に
「
道
術
」
は
具
現
化
し
て
お
り
、
そ
の
証
拠
が
現
在
も
伝

わ
る
制
度
文
物
や
諸
学
派
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
完

全
な
形
で
は
伝
わ
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
様
な
個
別
の
「
こ
と
ば
」

と
し
て
伝
わ
る
事
に
よ
っ
て
「
道
術
」
は
分
裂
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
。天

下
大
乱
し
、
賢
聖
明
ら
か
な
ら
ず
、
道
徳
一
な
ら
ず
、
天
下

多
く
一
察
を
得
て
以
て
自
ら
好
し
と
す
。
菩
ふ
れ
ば
耳
目
鼻
ロ

の
皆
明
ら
か
に
す
る
所
有
る
も
相
ひ
通
ず
る
能
は
ざ
る
が
如
し
。

猶
ほ
百
家
の
衆
技
の
ご
と
し
。
皆
長
ず
る
所
有
り
、
時
に
用
ひ

る
所
有
り
。
然
り
と
雖
も
該
せ
ず
、
偏
か
ら
ず
、
一
曲
の
士
な

り
。
天
地
の
美
を
判
じ
、
万
物
の
理
を
析
し
、
古
人
の
全
を
察

し
、
能
＜
天
地
の
美
を
備
へ
、
神
明
の
容
に
称
ふ
も
の
寡
し
。

是
を
以
て
内
聖
外
王
の
道
、
闇
に
し
て
明
ら
か
な
ら
ず
、
鬱
と

し
て
発
せ
ず
。
天
下
の
人
、
各
々
其
の
欲
す
る
所
を
為
し
、
自

ら
以
て
方
と
為
す
。
悲
し
き
か
な
。
百
家
往
き
て
反
ら
ず
、
必

ず
合
せ
ず
。
後
世
の
学
者
、
不
幸
に
し
て
天
地
の
純
、
古
人
の

「
道
術
」
は
「
こ
と
ば
」
と
し
て
示
さ
れ
個
々
の
部
分
を
扱
う

「
人
」
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
た
が
、
そ
の
伝
わ
る
事
に
よ
っ
て
天
下

は
大
乱
し
た
。
こ
れ
は
伝
え
る
「
人
」
が
「
こ
と
ば
」
自
体
を
原

点
と
見
倣
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
を
原
点
と
す
る
事
に
等

し
い
。
「
一
察
」
、
「
自
好
」
と
は
、
人
の
「
耳
目
鼻
口
」
の
働
き
の

様
な
も
の
で
、
部
分
が
全
体
を
位
置
付
け
、
す
べ
て
を
そ
こ
か
ら

説
明
し
よ
う
と
す
る
「
一
曲
の
士
」
の
立
場
を
指
す
も
の
で
あ
る

が
、
「
天
下
の
人
、
各
々
其
の
欲
す
る
所
を
為
し
、
自
ら
以
て
方
と

為
す
。
」
人
は
そ
れ
以
外
の
立
場
を
採
り
よ
う
が
無
い
。
そ
れ
は
、

「
聖
人
」
の
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
立
場
で
あ
り
、

そ
れ
を
守
り
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
人
で
あ
る
。
故
に
人
の

「
我
」
、
自
己
と
は
根
拠
と
す
る
「
こ
と
ば
」
で
あ
り
、
「
こ
と
ば
」

に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
か
ら
、
永
久
に
他
人
の
立
場
と

合
致
す
る
こ
と
は
な
い
。
「
百
家
往
き
て
反
ら
ず
、
必
ず
合
せ
ず
。
」

生
み
出
さ
れ
た
個
別
具
体
的
な
「
こ
と
ば
」
に
執
着
し
、
そ
れ
を

原
点
と
す
る
百
家
の
立
場
は
絶
対
に
合
致
し
な
い
。
そ
れ
を
祖
述

す
る
後
世
の
学
者
は
、
そ
の
「
こ
と
ば
」
に
遮
ら
れ
て
「
天
地
の

純
、
古
人
の
大
体
」
、
「
こ
と
ば
」
を
生
み
出
し
て
い
る
古
人
が
一

体
化
し
て
い
た
自
然
全
体
を
見
な
い
た
め
に
「
道
術
」
は
裂
け
よ

大
体
を
見
ず
。
道
術
、
将
に
天
下
の
為
に
裂
け
ん
と
す
。

（
天
下
）
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う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
の
本
性
が
悪
だ
と
は
せ
ず
、
人
の

視
点
だ
け
に
な
る
の
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
こ
と
ば
」
を
生

み
出
す
者
と
伝
え
る
者
の
調
和
が
編
集
者
の
理
想
と
す
る
「
内
聖

外
王
の
道
」
で
あ
り
「
道
術
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
道
術
」
と
は
、

あ
る
べ
き
「
こ
と
ば
の
扱
い
方
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
こ
と
ば
」

の
内
側
が
「
聖
」
で
あ
り
、
「
こ
と
ば
」
の
外
側
が
「
王
」
具
体
的

秩
序
の
源
泉
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
こ
と
ば
」
の
扱
い
方
が
「
道

術
」
と
し
て
意
識
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
編
集
者

は
自
ら
を
「
聖
人
」
の
立
場
に
で
は
な
く
、
「
聖
人
」
概
念
を
超
え

た
視
点
、
要
す
る
に
概
念
自
体
を
相
対
化
し
た
視
点
に
立
て
、
概

念
相
対
論
に
基
く
相
対
的
言
語
の
運
用
法
と
で
も
言
う
べ
き
こ
の

「
道
術
」
を
伝
え
た
者
と
し
て
、
「
墨
祖
、
禽
滑
盛
、
相
里
勤
、
苦

獲
、
已
歯
、
郵
陵
子
、
宋
妍
、
手
文
、
影
蒙
、
田
餅
、
慎
到
、
関

手
、
老
賄
、
荘
周
」
を
分
類
列
挙
す
る
。
こ
の
後
半
に
「
恵
施
」

の
論
を
紹
介
し
批
判
す
る
部
分
が
付
加
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
恵

施
」
篇
（
注
18)
が
付
加
さ
れ
た
の
は
、
「
天
下
篇
」
が
言
語
相
対
論
で

あ
る
事
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
「
墨
子
」
の
流
派
の
記
述
を
見
る
と
、
「
墨
祖
‘
禽
滑
腋
」

は
、
「
数
度
を
暉
か
さ
ざ
る
」
立
場
、
即
ち
絶
対
の
基
準
と
し
て
の

「
こ
と
ば
」
を
立
て
な
い
と
い
う
「
古
の
道
術
」
を
伝
え
た
者
と

し
て
、
「
古
の
礼
楽
」
を
否
定
し
た
者
で
あ
り
、
「
非
楽
」
、
「
節
用
」
、

「
氾
愛
兼
利
」
は
既
に
あ
る
「
先
王
」
、
黄
帝
、
尭
、
舜
、
萬
、
湯
、

文
、
武
、
周
公
の
概
念
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
な
い
本
来
の
か
た
ち

を
強
調
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
非

楽
」
、
「
節
用
」
、
「
氾
愛
兼
利
」
と
い
う
概
念
を
絶
対
視
す
る
事
に

通
じ
、
結
果
と
し
て
人
を
憂
え
さ
せ
、
悲
し
ま
せ
、
行
い
難
い
あ

り
方
と
な
り
、
「
聖
人
の
道
」
と
す
る
事
の
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
、

更
に
そ
の
あ
り
方
を
絶
対
化
し
た
「
墨
経
」
を
信
奉
す
る
学
者
集

団
「
別
墨
」
、
「
相
里
勤
の
弟
子
、
五
侯
の
徒
、
南
方
の
墨
者
、
苦

獲
、
已
歯
、
郵
陵
子
の
属
」
を
生
じ
、
「
道
術
」
と
は
か
け
離
れ
た

も
の
と
な
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、
概
念
相
対
論
が
概
念
絶
対
論

を
否
定
し
よ
う
と
し
て
、
否
定
概
念
の
絶
対
化
と
い
う
概
念
絶
対

論
に
陥
っ
て
現
実
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
例
で
あ
る
。

次
に
「
宋
妍
、
手
文
」
は
、
「
人
我
」
、
つ
ま
り
人
と
己
と
い
う

自
己
概
念
を
相
対
化
し
、
そ
の
様
な
「
こ
と
ば
」
に
捉
わ
れ
ず
「
心
」

の
調
和
を
は
か
る
と
い
う
「
古
の
道
術
」
を
伝
え
た
者
と
さ
れ
る
。

だ
が
、
自
我
に
執
着
し
な
い
と
い
う
「
こ
と
ば
」
に
執
着
し
、
「
侮

ら
る
る
も
辱
と
せ
ず
」
、
自
ら
を
損
な
っ
て
で
も
「
禁
攻
寝
兵
」
と

い
う
平
和
主
義
と
、
「
情
欲
寡
浅
」
と
い
う
倹
約
主
義
を
強
調
し
た

が
、
結
果
と
し
て
そ
の
「
こ
と
ば
」
に
隷
属
し
、
自
己
を
損
な
う

事
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
我
の
「
こ
と
ば
」
の
枠

組
み
を
相
対
化
し
よ
う
と
し
た
が
、
執
着
し
な
い
こ
の
「
我
」
と

い
う
自
己
規
定
に
執
着
し
、
却
っ
て
本
来
の
自
己
の
「
心
」
を
損

な
っ
た
例
で
あ
る
。
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次
に
「
影
蒙
、
田
餅
、
慎
到
」
は
、
「
知
に
謀
ら
ず
」
、
「
こ
と
ば
」

に
捉
わ
れ
ず
、
「
物
に
於
い
て
択
ぶ
な
く
」
、
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て

我
を
立
て
ず
、
公
平
無
私
の
あ
り
方
で
自
然
と
一
体
化
す
る
と
い

う
「
古
の
道
術
」
を
伝
え
た
者
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
「
大
道
は
能

＜
之
を
包
む
も
、
之
を
弁
ず
る
能
は
ず
」
、
概
念
が
限
定
で
し
か
な

い
と
い
う
点
に
執
着
し
、
「
選
べ
ば
則
ち
偏
か
ら
ず
、
教
ふ
れ
ば
則

ち
至
ら
ず
、
道
は
則
ち
遺
す
な
き
者
な
り
」
、
概
念
の
果
て
の
実
体

を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
知
を
棄
て
「
天
下
の
尚
賢
を
笑
ひ
」
、
「
天

下
の
大
聖
を
非
り
」
、
現
実
に
対
応
す
る
事
を
放
棄
し
文
化
や
人
を

否
定
す
る
結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
概
念
が
限

定
的
だ
と
い
う
概
念
に
執
着
し
実
態
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
例

で
あ
る
。

次
に
「
関
手
、
老
賄
」
は
、
「
本
を
以
て
精
と
為
し
、
物
を
以
て

粗
と
為
し
、
積
む
有
る
を
以
て
足
ら
ず
と
為
し
溜
然
と
し
て
独
り

神
明
と
与
に
居
る
」
と
い
う
「
古
の
道
術
」
の
立
場
を
歪
み
な
く

伝
え
た
者
と
さ
れ
る
。
「
本
」
と
「
物
」
と
は
、
概
念
化
以
前
の
「
本
」

と
、
概
念
化
さ
れ
た
眼
前
の
認
識
対
象
と
し
て
の
「
物
」
と
い
う

区
別
で
あ
る
。
そ
の
「
物
」
の
「
積
む
有
る
」
集
積
、
つ
ま
り
概

念
の
集
積
を
相
対
的
な
も
の
と
し
て
、
「
神
明
」
、
そ
の
様
な
「
物
」

を
生
み
出
す
「
本
」
に
一
体
化
す
る
あ
り
方
と
は
、
概
念
相
対
論

の
立
場
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
と
編
集
者

は
位
置
付
け
る
。
そ
れ
は
「
之
を
建
つ
る
に
常
無
有
を
以
て
し
、

之
を
主
と
す
る
に
太
一
を
以
て
し
、
濡
弱
謙
下
を
以
て
表
と
為
し
、

空
虚
に
し
て
万
物
を
毀
た
ざ
る
を
以
て
実
と
為
す
。
」
あ
り
方
と
説

明
さ
れ
る
。
「
常
無
有
」
、
「
太
一
」
と
は
「
本
」
、
「
神
明
」
で
あ
り
、

「
濡
弱
謙
下
」
す
る
の
は
、
概
念
が
相
対
で
あ
る
こ
と
に
基
く
の

で
あ
る
。
概
念
が
絶
対
化
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
主
義
主
張
と
し
、

善
と
し
て
そ
れ
以
外
を
否
定
し
、
「
人
に
先
ん
じ
」
、
「
人
に
削
り
、

常
に
物
に
寛
容
」
な
ら
ざ
る
あ
り
方
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
「
空
虚
に
し
て
万
物
を
毀
た
ざ
る
」
立
場
、
つ
ま
り
概
念
に
よ

っ
て
万
物
を
絶
対
的
に
切
り
分
け
な
い
概
念
相
対
論
が
「
関
手
、

老
賄
」
の
立
場
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
編
集
者
は
最

後
に
「
荘
周
」
を
概
念
相
対
論
者
の
中
で
も
最
も
概
念
、
「
こ
と
ば
」

を
意
識
し
た
人
物
と
し
て
位
置
付
け
る
。

「
荘
周
」
は
、
「
笏
漠
と
し
て
形
な
く
、
変
化
し
て
常
な
し
。

I

中
略
ー
万
物
畢
＜
羅
な
る
も
、
以
て
帰
す
る
な
し
。
」
と
い
う
「
古

の
道
術
」
を
伝
え
た
者
と
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
編
集
者
は
、
「
荘
周
」

が
「
こ
と
ば
」
を
相
対
化
し
た
点
を
評
価
し
、
す
べ
て
が
無
根
拠

に
存
在
し
変
化
す
る
と
い
う
認
識
を
不
完
全
な
が
ら
も
保
っ
た
人

物
だ
と
評
価
す
る
。
「
荘
周
」
は
、
「
謬
悠
の
説
、
荒
唐
の
言
、
端

涯
な
き
の
辞
を
以
て
時
に
恣
縦
し
て
億
せ
」
ざ
る
立
場
を
取
り
、
「
天

下
を
以
て
沈
濁
し
、
与
に
荘
語
す
べ
か
ら
ず
と
為
し
、
厄
言
を
以

て
曼
術
を
為
し
、
重
言
を
以
て
真
を
為
し
、
寓
言
を
以
て
広
を
為

す
」
言
語
相
対
論
の
立
場
に
あ
っ
て
、
「
こ
と
ば
」
に
執
着
す
る
世
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俗
に
対
応
し
、
自
ら
を
万
物
を
認
識
す
る
存
在
だ
と
す
る
傲
慢
な

「
こ
と
ば
」
の
枠
組
み
で
あ
る
自
我
か
ら
解
放
し
、
「
是
非
を
譴
め

ず
、
以
て
世
俗
と
処
る
」
言
語
を
最
も
意
識
化
し
た
人
物
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
「
其
の
化
に
応
じ
て
物
に
解
す
る
や
、

其
の
理
、
喝
さ
ず
、
其
の
来
、
鋭
せ
ず
」
、
変
化
に
対
応
し
、
万
物

に
一
体
化
す
る
の
に
、
言
語
の
相
対
を
説
く
と
こ
ろ
ま
で
は
到
達

し
た
が
、
「
来
」
、
そ
れ
で
は
具
体
的
に
次
に
ど
う
す
る
の
か
、
つ

ま
り
「
こ
と
ば
」
に
執
着
す
る
人
を
ど
う
す
る
の
か
、
或
い
は
真

人
は
何
を
す
る
べ
き
存
在
な
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
そ
の
次
の
段

階
に
関
し
て
は
未
だ
そ
の
解
答
に
到
達
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。

こ
の
様
に
「
天
下
篇
」
の
編
集
者
は
、
採
り
挙
げ
た
人
物
を
す

べ
て
概
念
相
対
論
者
と
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
概
念

相
対
論
と
い
う
視
点
が
「
古
の
道
術
」
と
い
う
「
体
系
的
な
哲
学

的
叙
述
」
と
説
明
さ
れ
る
枠
組
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
そ
の
中
心
的
課
題
は
如
何
に
「
こ
と
ば
」
を
発
す
る
自
己
自
身

を
相
対
化
す
る
か
と
い
う
点
に
収
倣
さ
れ
る
。
発
し
た
「
こ
と
ば
」

こ
そ
自
己
自
身
で
あ
る
。

従
っ
て
、
後
半
の
「
恵
施
」
に
つ
い
て
の
論
は
、
最
後
に
概
念

相
対
論
の
陥
る
立
場
、
「
荘
周
」
が
踏
み
止
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
概

念
は
相
対
で
あ
る
と
い
う
事
は
絶
対
で
あ
る
。
」
と
い
う
立
場
の
具

体
例
を
示
す
も
の
と
し
て
付
加
さ
れ
た
も
の
理
解
さ
れ
る
。

以
上
の
様
に
分
析
し
て
き
た
「
天
下
篇
」
の
視
点
で
分
類
構
成

を
見
る
な
ら
ば
、
要
は
「
絶
聖
棄
知
」
に
尽
き
る
。
つ
ま
り
「
肱

披
篇
」
が
編
集
上
の
中
核
的
な
篇
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
編

集
者
の
視
点
は
、
概
念
相
対
論
を
相
対
化
す
る
視
点
で
あ
る
。
そ

れ
は
形
を
越
え
た
も
の
は
形
に
よ
る
以
外
に
示
し
様
が
な
く
、
と

い
っ
て
示
し
た
形
は
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
様
な
も
の
だ

と
す
る
し
か
な
い
と
い
う
矛
盾
を
矛
盾
と
す
る
認
識
で
あ
り
、
概

念
相
対
論
の
一
展
開
、
一
生
滅
を
ひ
と
ま
ず
「
こ
と
ば
」
と
し
て

示
し
た
と
思
わ
れ
る
。

書
物
の
編
集
の
目
的
は
伝
承
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
絶
聖

棄
知
」
の
視
点
を
伝
承
す
る
為
の
工
夫
が
既
に
述
べ
た
自
著
と
解

釈
と
模
倣
の
三
重
構
造
と
考
え
ら
れ
る
。
読
む
者
が
必
ず
「
荘
周
」

の
視
点
に
到
達
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
寧
ろ
「
こ
と
ば
」
に
執
着

す
る
人
が
「
荘
周
」
の
「
こ
と
ば
」
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。

「
肱
披
篇
」
と
そ
れ
に
前
後
す
る
諸
篇
を
見
れ
ば
、
そ
れ
が
儒

家
の
「
聖
人
」
を
否
定
し
た
も
の
で
道
家
の
「
聖
人
」
は
肯
定
し

て
い
る
の
だ
と
す
る
視
点
以
上
の
視
点
で
、
人
に
こ
の
書
を
伝
え

さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
道
家
に
よ
る
道

家
の
「
聖
人
」
の
否
定
と
は
自
ら
の
理
想
の
否
定
で
あ
る
。
自
ら

の
存
在
根
拠
と
す
る
「
聖
人
」
の
概
念
を
自
ら
否
定
す
る
事
が
可

能
な
の
は
、
道
家
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
人
の
対
極
に
あ
る
「
聖

人
」
だ
け
で
あ
り
、
人
に
は
そ
れ
が
出
来
ず
、
そ
の
「
こ
と
ば
」

を
根
拠
と
す
る
故
に
人
な
の
で
あ
る
。
人
が
認
め
な
い
も
の
を
伝
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え
さ
せ
る
に
は
、
認
め
る
形
に
す
る
し
か
な
い
。
そ
れ
が
概
念
相

対
論
を
「
道
術
（
こ
と
ば
の
扱
い
方
）
」
と
捉
え
た
編
集
者
の
視
点

で
あ
る
。
即
ち
、
「
餅
拇
篇
」
、
「
馬
蹄
篇
」
、
「
肱
箇
篇
」
及
び
「
在

宥
篇
」
の
首
二
章
の
ま
と
ま
り
は
、
「
肱
徳
篇
」
の
「
絶
聖
棄
知
」

の
解
釈
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
肱
箇
篇
」
は
そ
の
外
側

に
位
置
す
る
諸
篇
か
ら
の
類
推
に
よ
り
、
儒
家
の
「
聖
人
」
の
否

定
と
い
う
人
の
立
場
か
ら
の
解
釈
を
得
て
存
続
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
発
想
は
「
肱
徳
篇
」
の
「
聖
人
」
と
「
盗
」
の
関

係
を
踏
ま
え
た
者
と
思
わ
れ
る
。
「
絶
聖
棄
知
」
を
「
こ
と
ば
」
を

生
み
出
す
「
聖
人
」
と
、
そ
の
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
あ
る
人
の

欲
望
を
代
表
す
る
「
盗
」
と
の
関
係
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は

決
し
て
「
聖
」
、
「
知
」
の
単
純
な
否
定
で
は
な
く
、
本
来
か
ら
本

来
に
到
る
と
思
わ
れ
る
「
現
象
」
の
反
復
の
一
面
で
あ
る
。
即
ち
、

「
盗
」
は
実
質
的
に
は
「
聖
人
の
知
」
の
保
護
者
と
し
て
の
役
割
を

担
う
者
で
あ
る
。
人
は
「
こ
と
ば
」
に
よ
り
我
を
与
え
ら
れ
、
そ
の

我
を
中
心
と
錯
覚
し
好
悪
す
る
事
に
よ
り
、
反
と
し
て
の
「
聖
人
」

を
発
生
さ
せ
、
そ
の
「
聖
人
の
言
」
が
形
と
し
て
我
を
中
心
に
再
び

位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
以
前
の
形
を
越
え
る
。
そ
こ
で
再
び
人
は

そ
こ
よ
り
好
利
避
害
し
対
立
を
生
じ
、
再
び
そ
の
反
と
し
て
の
「
聖

人
」
が
発
生
し
、
こ
れ
が
無
限
に
循
環
し
現
象
と
な
っ
て
世
界
を

形
成
し
続
け
る
。
そ
の
原
点
と
な
る
初
め
て
の
「
こ
と
ば
」
、
「
聖
人

の
言
」
は
、
無
に
よ
っ
て
人
な
る
も
の
が
発
生
し
、
「
こ
と
ば
」
を
発

し
た
時
に
生
ず
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
（
注
19)
、
既
に
発
生
し
た

後
に
あ
っ
て
陽
は
人
、
陰
は
「
聖
人
」
に
比
定
さ
れ
、
そ
れ
は
又
、

我
と
心
に
比
定
さ
れ
、
そ
の
我
の
強
大
な
も
の
が
「
盗
」
と
い
う

事
に
な
る
。
つ
ま
り
、
「
聖
人
」
は
形
、
「
こ
と
ば
」
を
生
み
出
す
者

で
あ
り
、
「
盗
」
は
形
の
守
護
者
、
「
我
」
の
代
表
と
し
て
相
互
依
存

の
関
係
が
成
立
し
て
い
る
事
に
な
る
。
こ
の
関
係
の
中
心
が
「
聖

人
」
に
よ
る
「
絶
聖
棄
知
」
と
い
う
枠
組
み
を
変
更
し
創
造
す
る

立
場
で
あ
る
。
従
っ
て
伝
承
は
次
の
「
聖
人
」
の
為
と
い
う
意
識

に
基
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
編
集
者
は
、
言
語
相

対
論
の
極
点
で
あ
る
「
絶
聖
棄
知
」
の
視
点
を
伝
承
す
る
為
に
「
肱

披
篇
」
を
編
集
の
中
心
に
置
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故

に
、
こ
の
「
古
の
道
術
」
を
唱
え
る
「
天
下
篇
」
は
、
同
じ
く
「
道

術
」
と
自
ら
の
思
考
を
称
す
る
『
鬼
谷
子
』
に
同
文
と
思
わ
れ
る

「
肱
徳
篇
」
を
付
加
し
た
意
図
と
、
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理

由
を
探
る
材
料
と
な
る
。

四
『
鬼
谷
子
』
「
肱
医
篇
」

さ
て
『
鬼
谷
子
』
の
構
成
を
内
容
の
面
か
ら
分
類
す
る
と
「
婢

閾
第
一
」
か
ら
「
決
第
十
一
」
ま
で
は
連
続
す
る
―
つ
の
思
考
に

貫
か
れ
て
お
り
、
「
符
言
第
十
二
」
が
こ
れ
に
付
加
さ
れ
一
ま
と
ま

り
の
内
容
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
「
転
丸
、
肱
椀
」
（
二
篇
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皆
亡
）
と
あ
り
、
「
本
経
陰
符
七
術
」
、
「
持
枢
」
、
「
中
経
」
は
後
に

付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
注
20)°

「
本
経
陰
符
七
術
」
以
下
の
諸
篇

の
関
係
は
「
中
経
」
に
、
「
本
経
の
記
事
は
、
道
数
を
紀
し
、
其
の

変
要
は
持
枢
、
中
経
に
在
り
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
「
持

枢
、
中
経
」
は
「
本
経
陰
符
七
術
」
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
本
経
」
は
人
の
内
面
管
理
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

更
に
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
天
よ
り
受
く
。
之
を
真
人
と
謂
ふ
。

真
人
は
天
と
一
と
為
り
て
之
を
知
る
者
な
り
。
内
、
修
錬
し
て
之

を
知
る
、
之
を
聖
人
と
謂
ふ
。
」
（
本
経
陰
符
七
術
盛
神
法
五
龍

5
2
段
）
と
あ
る
様
に
「
聖
人
」
を
修
養
に
よ
っ
て
到
達
可
能
と
し
、

そ
の
上
位
に
「
真
人
」
を
置
い
て
い
る
の
は
、
『
荘
子
』
と
の
関
連

を
想
起
さ
せ
る
が
、
明
ら
か
に
「
聖
人
」
を
本
性
と
断
ず
る
前
半

と
は
別
人
の
作
で
あ
る
(It21)
。
勿
論
「
真
人
」
を
置
く
事
で
「
聖

人
」
概
念
は
相
対
化
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
編

集
さ
れ
た
意
図
は
、
前
半
の
対
人
管
理
方
法
と
後
半
の
内
心
管
理

方
法
と
い
う
内
外
二
面
の
管
理
術
と
い
う
視
点
か
ら
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
様
な
「
本
経
」
が
付
加
さ
れ
、
「
転

丸
」
篇
は
内
容
が
わ
か
ら
な
い
が
、
「
絶
聖
棄
知
」
の
解
釈
で
あ

る
「
肱
筐
」
篇
が
失
わ
れ
て
い
る
の
が
現
行
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

今
そ
の
前
半
を
内
篇
、
後
半
を
外
篇
と
し
て
概
観
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

18
言
の
本

鬼
谷
子
内
篇

(12)
原
鬼
谷
子

婢

閾

篇

第

一

1
言
の
根
源
（
「
聖
人
」
）

2
言
の
根
源
に
立
つ
相
対
的
枠

組
み
の
管
理
（
『
老
子
』
1
章
「
衆
妙
の
門
」
）

3
言
の
背

後
（
「
我
」
）
へ
の
対
応

(
4
章
「
道
」
）

4
言
の
生
滅
に
よ

る
枠
組
み
の
管
理

5
言

の

元

的

分

類

6
物
の
前
提
と

し
て
の
言

反
応
篇

7
言
の
相
対
化
の
根
源
（
「
聖
人
」
の
我
）

8
言
の
対
応

9
言
の
対
応
1
0
言
の
絶
対
化
（
「
先
定
」
）
1
1
言
の
相
対
化

に
よ
る
我
の
超
克

内
撻
篇

12
言
の
背
後
（
我
）

13
言
の
相
対
的
枠
組
み
の
絶
対
視

1
4
言
の
背
後
の
我
の
把
握
1
5
言
の
相
対
的
運
用

抵

峨

篇

第

四

1
6
言
と
物
の
偏
差

17
言
の
発
生
（
「
道
術
」
）

来
的
支
配
者
（
「
聖
人
」
）
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権

篇

第

九

3
2
言
の
分
類
3
3
の
背
後

3
5
我
の
相
対
へ
の
対
応

（「我」）

謀

篇

第

十

3
6
我
の
超
克
か
ら
の
我
の
観
察
3
7
言
の
発
生
と
分
析
（
「
道

術
」
、
「
曲
直
」
2
2
章
）
3
8
言
の
妥
当
性
3
9
言
の
目
的

（「結」）

40

の
根
源
（
「
聖
人
」
の
自
覚
、
「
中
正
」
3
7

「
無
為
」
）

34
我
の
超
克

摩

篇

第

八

2
8
言
の
発
生
2
9
言
の
発
生
(
7
3
章
「
不
争
」
）
3
0
の
発

生
の
根
源
（
「
聖
人
」
）
3
1
言
と
物
と
我
の
合
致
（
「
聖
人
」
）

描

篇

第

七

2
5
言
の
発
生
と
目
標
2
6
言
の
背
後
2
7
言
の
発
生

杵

合

篇

第

六

2
3
の
相
対

24
言
の
確
定

飛

舘

篇

第

五

1
9
の
確
定
2
0
言
の
発
生

21
言
の
発
生
2
2
言
の
運
用

中
経
篇

持
枢
篇

5
9
物
の
根
源
（
時
令
説
）

符

言

篇

第

十

二

43
相
対
的
我
の
超
克

44
我
の
超
克

45
我
の
超
克
（
「
徳

術
」
）
4
6
言
の
展
開

47
物
の
分
析
（
言
）
4
8
我
の
超
克

（
「
心
」
、
「
聖
人
」
）
4
9
言
の
根
源
（
「
開
閉
」
）
5
0
言
の

絶
対
化
5
1
言
の
根
源

鬼
谷
子
外
篇

本
経
陰
符
七
術
篇

5
2
我
の
超
克
法
5
3
我
の
超
克
法

5
5
我
の
超
克
法
5
6
我
の
超
克
法

5
8
言
に
由
る
物
へ
の
対
応

L
転
丸
篇
、

賊
網
篇

日白亡）

54
我
の
超
克
法

5
7
物
へ
の
対
応

決

篇

第

十

4
1
相
対
的
言
の
絶
対
化
4
2
言
の
絶
対
化
の
契
機
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柳
宗
元
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
と
同
じ
構
成
の
も
の
を
見
た
様
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
、

鬼
谷
子
後
出
而
瞼
慾
蛸
薄
、
恐
其
妄
言
乱
世
難
信
、
學
者
宜
其

不
道
。
而
世
之
言
縦
横
者
、
時
裸
其
書
。
尤
者
、
晩
乃
盆
出
七

術

、

怪

謬

異

甚

、

不

可

考

校

。

（

辮

鬼

谷

子

）

と
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
非
難
は
「
七
術
」
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
「
肱
臨
篇
」
が
な
い
テ
キ
ス
ト
で
は
、

対
人
管
理
方
法
と
内
心
管
理
方
法
と
い
う
単
な
る
欲
望
達
成
の
解

説
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
肱
箇

篇
」
を
付
加
し
た
編
集
者
は
（
注
22)
、
『
荘
子
』
「
天
下
篇
」
の
編
集

者
と
同
様
の
視
点
か
ら
『
老
子
』
の
一
展
開
で
あ
る
『
鬼
谷
子
』

に
は
『
荘
子
』
同
様
「
聖
人
」
概
念
の
相
対
化
の
視
点
が
あ
る
こ

と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
『
鬼
谷
子
』
に
は

「
聖
人
」
概
念
自
体
の
否
定
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
概

（
各
篇
の
断
章
は
拙
稿
『
校
訂
鬼
谷
子
三
巻
訳
稿
』
に
よ
る
）

6
0
言
の
対
応
（
序
）

対
応
（
具
体
策
）

応
（
具
体
策
）

6
1
言
の
対
応
（
具
体
策
）

6
3
言
の
対
応
（
具
体
策
）

6
2
言
の

64
言
の
対

念
相
対
論
と
し
て
『
老
を
根
拠
に
す
る
以
上
、
あ
る
べ
き
視

点
が
「
絶
聖
棄
知
」
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
「
肱
徳
篇
」
を

付
加
し
た
編
集
者
は
、
そ
れ
故
に
こ
そ
付
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
『
荘
子
』
の
編
集
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
単
独
で
「
肱
徳

篇
」
（
「
転
丸
篇
」
の
問
題
は
残
る
が
）
が
付
加
さ
れ
た
点
に
あ
る
。

こ
れ
で
は
前
半
十
一
篇
の
「
聖
人
」
を
直
接
否
定
す
る
事
に
な
り
、

「
儒
家
的
聖
人
の
否
定
」
と
い
う
逃
げ
道
は
塞
が
れ
る
。
勿
論
、

亡
失
し
た
理
由
と
し
て
は
『
荘
子
』
「
肱
筐
篇
」
と
同
文
故
に
削
除

さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
思
想
的
編
集
の
側
面
か
ら
す

れ
ば
、
こ
の
通
常
の
人
で
は
理
解
不
可
能
な
構
成
を
回
避
す
る
為

に
「
七
術
」
を
付
加
し
た
編
集
者
は
、
妥
協
策
と
し
て
「
肱
徳
篇
」

に
代
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果

が
柳
宗
元
の
非
難
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
鬼
谷
子
』
は
、
「
肱
被
篇
」

を
失
い
「
七
術
」
を
付
加
さ
れ
る
事
で
利
益
追
求
の
概
念
操
作
の

書
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
次
に
『
老
子
』

19
章
「
絶
聖
棄
知
」
及
び
1
8
章
「
大

道
廃
、
有
仁
義
。
」
の
解
釈
で
あ
る
「
肱
徳
篇
」
が
『
鬼
谷
子
』
に

不
可
欠
の
篇
で
あ
る
理
由
を
、
そ
の
思
想
内
容
か
ら
論
ず
る
。

「
婢
閾
篇
第
一
」
か
ら
「
決
篇
第
十
一
」
に
到
る
内
容
に
「
符

五
『
鬼
谷
子
』
に
於
け
る
「
肪
徳
篇
」
の
位
置
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43 言
篇
第
十
二
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
が
原
『
鬼
谷
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
は
じ
め
に
此
の
両
者
の
関
係
か
ら
分
析
す
る
。

「
符
言
篇
第
十
二
」
は
、
既
に
諸
家
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

『
管
子
』
「
九
守
篇
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
武
内
氏
（
前
掲
書
注
2
)

は
、
「
鬼
谷
子
全
体
が
符
言
篇
を
根
底
と
し
て
敷
術
さ
れ
て
お
り
、

鬼
谷
子
が
蘇
秦
の
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
し
て
考
え
る
と
、

符
言
と
は
陰
符
の
言
を
意
味
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
言
う
。

確
か
に
「
符
言
篇
」
に
は
表
に
示
し
た
如
く
、
「
鬼
谷
子
」
の
思
想

を
形
成
す
る
要
素
は
含
ま
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
戦
国
策
に
あ

る
「
（
蘇
秦
）
乃
肢
書
陳
徳
数
十
、
得
太
公
陰
符
之
謀
、
伏
而
誦
之
、

簡
練
以
為
描
摩
。
」
と
い
う
記
述
を
後
人
が
見
て
付
加
し
た
可
能
性

は
否
定
で
き
ず
、
又
「
結
」
、
「
描
摩
」
等
の
『
鬼
谷
子
』
の
中
心
、

特
徴
と
も
な
る
考
え
が
そ
の
ま
ま
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
も
、
前

十
一
篇
に
「
符
言
篇
」
に
固
有
の
語
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

訳
で
も
な
い
。
そ
こ
で
先
ず
「
符
言
篇
」
九
条
を
見
る
。

相
対
的
我
の
超
克

安
徐
正
静
な
れ
ば
、
其
の
被
節
、
肉
な
ら
ざ
る
無
し
。
善
く
与

る
も
静
な
ら
ざ
れ
ば
、
虚
心
平
意
、
以
て
傾
損
を
待
つ
。
右

主

位

（

符

言

）

「
虚
心
」
は
、
4
0
段
の
「
無
為
」
に
通
ず
る
が
、
「
傾
損
を
待
っ
」

45 

目
は
明
を
貴
び
、
耳
は
聡
を
貴
び
、
心
は
智
を
貴
ぶ
。
天
下
の

目
を
以
て
視
る
者
は
、
則
ち
見
ざ
る
無
し
。
天
下
の
耳
を
以
て

聴
く
者
は
、
則
ち
聞
か
ざ
る
無
し
。
天
下
の
心
を
以
て
慮
る
者

は
、
則
ち
知
ら
ざ
る
無
し
。
輻
湊
し
並
び
進
ま
ば
、
明
、
塞
ぐ

べ

か

ら

ず

。

右

主

明

（

符

言

）

「
明
」
は
、

29
段
「
聖
人
は
之
を
陰
に
謀
る
、
故
に
日
く
、
神
。

之
を
陽
に
成
す
、
故
に
日
く
、
明
。
」
（
摩
）
に
通
ず
る
。
「
聡
」
は

無
い
が
「
耳
」
は
、
3
3
段
「
故
に
口
は
、
機
関
な
り
。
情
意
を
関

閉
す
る
所
以
な
り
。
耳
目
は
、
心
の
佐
助
な
り
。
間
を
窺
ひ
姦
邪

を
見
る
所
以
な
り
。
」
（
権
）
と
あ
り
、
「
心
は
智
を
貴
ぶ
」
は
、
4
0

段
の
「
無
為
而
貴
智
」
（
後
出
）
に
通
ず
る
。
「
天
下
の
目
、
耳
、

心
」
は
人
主
の
立
場
を
示
す
。
「
目
、
耳
、
口
」
と
「
口
」
を
強
調

す
る
の
は
遊
説
者
の
立
場
と
言
え
よ
う
。

我
の
超
克
（
「
徳
術
」
）

徳
の
術
に
日
く
、
堅
に
し
て
之
を
拒
む
勿
れ
、
と
。
之
を
許
さ

ば
則
ち
防
守
す
る
も
、
之
を
拒
ま
ば
則
ち
閉
塞
す
。
高
山
は
之

を
仰
い
で
極
む
べ
く
、
深
淵
は
之
を
度
り
て
測
る
べ
き
も
、
神

4
4
我
の
超
克

の
は
人
主
の
立
場
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
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「
信
賞
正
刑
」

46 

の
展
開

は
法
家
的
で
あ
る
が
、

そ
の

「
こ
と
ば
」
に
よ
る

「
神
明
の
徳
術
」
は
、
2
9
段
の
「
所
謂
、
に
主
た
り
て
日
々

成
る
と
は
、
徳
を
積
む
な
り
。
而
し
て
民
、
之
に
安
ん
じ
、
其
の

利
す
る
所
以
を
知
ら
ず
。
善
を
積
む
な
り
。
而
し
て
民
、
之
を
道

と
し
、
其
の
然
る
所
以
を
知
ら
ず
、
而
し
て
天
下
、
之
を
神
明
に

比
す
る
な
り
。
兵
に
主
た
り
て
日
々
に
勝
つ
と
は
、
常
に
不
争
、

不
費
に
戦
ひ
、
而
し
て
民
、
服
す
る
所
以
を
知
ら
ず
、
畏
る
る
所

以
を
知
ら
ず
、
而
し
て
天
下
、
之
を
神
明
に
比
す
。
」
（
摩
）
に
通

じ
る
が
、
前

11
篇
で
は
「
道
術
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
神
明

の
徳
術
は
正
静
、
其
れ
之
を
極
む
る
莫
し
。
」
と
あ
り
、
中
心
に
位

置
す
る
人
主
の
「
心
」
の
働
か
せ
方
が
「
徳
術
」
で
あ
る
。

賞
を
用
ふ
る
は
信
を
貴
び
、
刑
を
用
ふ
る
は
正
を
貴
ぶ
。
賞
賜

は
信
を
貴
び
、
必
ず
耳
目
の
見
聞
す
る
所
に
験
す
れ
ば
、
其
の

見
聞
せ
ざ
る
所
の
者
、
闇
化
せ
ざ
る
莫
し
。
誠
、
天
下
に
暢
ぶ

る
こ
と
神
明
、
而
る
に
況
ん
や
姦
者
の
君
に
干
む
る
も
の
を
や
。

右

主

賞

（

符

言

）

明
の
徳
術
は
正
静
、
其
れ
之
を
極
む
る
葵
し
。
右
主
徳（

符
言
）

47 
婢
閾
は
、
道
の
大
化
、
説
の
変
な
り
。
必
ず
豫
め
其
の
変
化
を

審
に
す
。
吉
凶
の
大
命
、
焉
に
繋
る
。
口
は
、
心
の
門
戸
な
り
。

心
は
神
の
主
な
り
。
志
意
、
喜
欲
、
思
慮
、
智
謀
、
此
れ
皆
門

戸
に
由
り
て
出
入
す
。
故
に
之
を
関
す
る
に
婢
閾
を
以
て
し
、

之
を
制
す
る
に
出
入
を
以
て
す
。
之
を
婢
す
と
は
、
開
な
り
、

言
な
り
、
陽
な
り
。
之
を
閾
す
と
は
、
閉
な
り
、
黙
な
り
、
陰

な
り
。
陰
陽
其
れ
和
す
れ
ば
、
終
始
其
れ
義
あ
り
。
故
に
長
生
、

安
楽
、
富
貴
、
尊
栄
、
顕
名
、
愛
好
、
財
利
、
得
意
、
喜
欲
を

言
ふ
は
陽
為
り
、
始
と
日
ふ
。
故
に
死
亡
、
憂
患
、
貧
賎
、
苦

辱
、
棄
損
、
亡
利
、
失
意
、
有
害
、
刑
戟
、
誅
罰
を
言
ふ
は
陰

為
り
、
終
と
日
ふ
。
諸
言
、
陽
に
法
る
の
類
は
、
皆
、
始
と
日

ふ
。
善
を
言
ひ
て
以
て
其
の
事
を
始
む
。
諸
言
、
陰
に
法
る
の

類
は
、
皆
、
終
と
日
ふ
。
悪
を
言
ひ
て
以
て
其
の
謀
を
終
ふ
。

（
牌
閾
）

し
か
し
、
こ
れ
も
人
主
の
立
場
を
前
提
と
し
た
論
で
あ
る
。

物
の
分
析
（
言
）

一
に
日
く
、
之
に
天
あ
り
、

日
く
、
之
に
人
あ
り
。

安
に
か
在
る
。
右

ニ
に
日
く
、
之
に
地
あ
り
、
三
に

四
方
上
下
、
左
右
前
後
、
焚
惑
の
処
、

主

問

（

符

言

）

効
果
に
注
目
す
る
の
は

5
段
の
「
言
の

一
元
的
分
類
」
に
通
ず
る
。
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心
は
九
痰
の
治
を
為
し
、
君
は
五
官
の
長
為
り
。
善
を
為
す
者
、

君
、
之
に
賞
を
与
へ
、
非
を
為
す
者
、
君
、
之
に
罰
を
与
ふ
。

48

我
の
超
克
（
「
心
」
、
「
聖
人
」
）

「
四
方
上
下
、
左
右
前
後
」
の
中
心
に
位
置
す
る
人
主
の
眼
前

の
物
を
三
に
分
類
し
、
「
問
」
う
事
で
す
べ
て
を
「
こ
と
ば
」
と
し

て
そ
れ
に
対
応
す
る
の
は
、
概
念
分
析
で
あ
り
、
以
下
に
示
す
36

段
に
あ
る
発
想
に
通
ず
る
。

凡
そ
謀
に
道
有
り
。
必
ず
其
の
因
る
所
を
得
て
、
以
て
其
の
情

を
求
む
。
審
に
其
の
情
を
得
れ
ば
、
乃
ち
三
儀
を
立
つ
。
三
儀

と
は
、
日
く
、
上
、
日
く
、
中
、
日
く
、
下
。
参
、
以
て
立
て
、

以
て
奇
を
生
ず
。
奇
は
其
の
擁
す
る
所
を
知
ら
ず
、
古
の
従
ふ

所
に
始
る
。
故
に
鄭
人
の
玉
を
取
る
や
、
指
南
の
車
に
載
る
、

其
の
惑
は
ざ
る
が
為
な
り
。
夫
れ
材
を
度
り
、
能
を
量
り
、
情

を

描

す

る

者

も

亦

、

事

の

指

南

な

り

。

（

謀

）

又
、
続
く
3
7
段
に
は
「
智
仁
勇
」
の
「
三
オ
」
概
念
に
よ
る
人

の
三
分
類
も
見
え
る
。
こ
の
「
三
」
で
す
べ
て
を
説
明
す
る
発
想

は
、
『
老
子
』

42
章
の
「
三
生
万
物
」
に
通
ず
る
で
あ
ろ
う
が
、
人

の
一
般
的
概
念
分
類
形
式
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

人
主
の
こ
と
ば
の

考
え
ら
れ
る
。

49 

「
開
閉
」

君
、
其
の
求
む
る
所
以
に
因
り
て
、
因
り
て
之
に
与
ふ
れ
ば
、

則
ち
労
せ
ず
。
聖
人
、
之
を
用
ふ
。
故
に
能
＜
之
を
賞
す
。
之

に
因
る
は
理
に
循
ふ
。
故
に
能
＜
久
長
な
り
。
右
主
因（

符
言
）

人
を
二
元
論
的
に
価
値
づ
け
る
事
で
秩
序
を
維
持
す
る
人
主
の

立
場
を
、
心
と
器
官
の
関
係
と
し
、
心
を
人
主
と
し
て
説
明
す
る

の
は
、
既
に
見
た

5
段
の
「
心
は
神
の
主
な
り
。
」
と
同
一
の
発
想

で
あ
る
。

の
根
源
（
「
開
閉
」
）

ま、
,
,
,
 
— 

l
段
の

人
主
は
周
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
人
主
周
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち

群
臣
、
乱
を
生
ず
。
其
の
常
無
き
に
家
す
る
や
、
内
外
通
ぜ
ず
、

安
ん
ぞ
開
く
所
を
知
ら
ん
。
開
閉
善
な
ら
ざ
る
は
、
原
を
見
ざ

る

な

り

。

右

主

周

（

符

言

）

「
婢
閾
」

の
原
型
と

磨
若
に
古
を
稽
ふ
る
に
、
聖
人
の
天
地
の
間
に
在
る
や
、
衆
生

の
先
為
り
。
陰
陽
の
開
閾
を
観
て
以
っ
て
物
に
命
し
、
存
亡
の

門
戸
を
知
り
、
万
類
の
終
始
を
孵
策
し
、
人
心
の
理
に
達
し
、
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51 50 

名 変
化
の
朕
を
見
、
其
の
門
戸
を
守
司
す
。
故
に
聖
人
の
天
下
に

在
る
や
、
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
其
の
道
は
一
な
り
。

一
に
日
く
、
目
に
長
ず
。
二
に
日
く
、
耳
に
飛
す
。
三
に
日
く
、

明
を
樹
つ
。
明
な
れ
ば
千
里
の
外
、
隠
微
の
中
に
知
ら
る
、
是

れ
を
洞
と
謂
ふ
。
天
下
の
姦
、
闇
変
せ
ざ
る
莫
し
。
右
主
恭

（
符
言
）

同
じ
く
三
の
発
想
。
「
明
を
樹
つ
」
の
は
心
と
す
れ
ば
、
「
目
、

耳
、
心
」
と
い
う
既
出
「
符
言
篇
」

44
段
と
同
一
で
あ
り
、
「
こ
と

ば
」
に
よ
る
と
す
れ
ば
「
口
」
と
な
っ
て
、
同
じ
く
既
出
3
3
段
の

発
想
と
同
一
で
あ
る
。

言
の
根
源

名
に
循
ひ
て
実
を
為
さ
ば
、
安
ら
か
に
し
て
完
し
。
名
実
相
ひ

生
ず
れ
ば
、
反
り
て
相
ひ
情
と
為
る
。
故
に
日
く
、
名
の
当
る

は
、
則
ち
実
よ
り
生
じ
、
実
は
理
よ
り
生
ず
。
理
は
名
実
の
徳

よ
り
生
じ
、
徳
は
和
よ
り
生
じ
、
和
は
当
よ
り
生
ず
。
右
主

（
符
言
）

言
の
絶
対
化

（
婢
閾
）

「
名
」
、
「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
「
実
」
体
を
位
置
付
け
る
と
い

う
発
想
は
、
前
11
篇
の
前
提
と
な
る
発
想
で
あ
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
す
れ
ば
、
「
符
言
篇
」
は
相
手
の
心
を
こ
ち
ら

に
結
び
つ
け
る
と
い
う
「
婢
閾
」
の
目
的
で
あ
る
「
結
」
や
、
そ

の
為
の
方
策
で
あ
る
「
描
摩
」
、
「
権
」
、
「
謀
」
、
又
事
を
決
断
す
る

と
い
う
「
決
」
等
の
思
考
を
生
み
出
す
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
「
符
言
篇
」
は
『
管
子
』
「
九
守
篇
」
と
同
文
で

あ
り
、
『
管
子
』
「
九
守
篇
」
は
「
君
主
の
守
る
べ
き
要
道
」
（
『
管

子
慕
詰
』
頭
注
）
と
さ
れ
る
様
に
、
こ
れ
は
人
主
の
立
場
と
い
う

限
定
を
持
つ
。
従
っ
て
、
「
符
言
篇
」
は
前
十
一
篇
が
明
ら
か
に
「
聖

人」

(40
段
「
謀
篇
」
）
を
自
覚
し
た
遊
説
家
と
し
て
の
論
述
で
あ

る
の
と
は
立
場
を
異
に
し
て
い
る
事
も
確
か
で
あ
る
。

故
に
聖
人
の
道
は
陰
、
愚
人
の
道
は
陽
な
り
。
智
者
は
易
を
事

と
し
、
不
智
者
は
難
を
事
と
す
。
此
を
以
て
之
を
観
る
に
、
亡

は
以
て
存
と
為
す
べ
か
ら
ず
、
危
は
以
て
安
と
為
す
べ
か
ら
ず
。

然
り
而
う
し
て
無
為
に
し
て
智
を
貴
ぶ
。
智
は
衆
人
の
知
る
能

は
ざ
る
所
に
用
ひ
、
能
は
衆
人
の
見
る
能
は
ざ
る
所
を
用
ふ
。

既
に
用
ひ
、
事
を
択
ぶ
べ
き
を
見
て
之
を
為
す
、
自
ら
為
に
す

る
所
以
な
り
。
事
を
択
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
を
見
て
之
を
為
す
、
人

の
為
に
す
る
所
以
な
り
。
故
に
先
王
の
道
は
陰
な
り
。
言
、
之
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有
り
て
日
く
、
天
地
の
化
、
高
と
深
と
に
在
り
、
聖
人
の
道
を

制
す
る
は
、
隠
と
匿
と
に
在
り
、
と
。
独
り
忠
信
、
仁
義
の
み

に
非
ず
、
中
正
の
み
。
道
理
、
此
の
義
に
達
す
れ
ば
、
則
ち
与

に
言
ふ
べ
し
。
能
＜
此
を
得
る
に
由
ら
ば
、
則
ち
以
て
遠
近
の

義

を

穀

す

べ

し

。

（

謀

）

そ
れ
故
に
武
内
氏
の
蘇
秦
敷
術
説
も
―
つ
の
推
論
で
は
あ
る
が
、

蘇
秦
が
自
ら
の
動
因
で
あ
る
「
結
」
を
意
識
化
す
る
契
機
と
な
っ

た
参
考
資
料
と
し
て
付
加
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
又
後
人
が
戦
国

策
の
記
述
に
よ
っ
て
付
加
編
集
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
「
符
言
篇
」
と
前
1
1
篇
は
別
人
の

手
に
成
る
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
「
符
言
篇
」
を
付
加
し

た
人
物
は
、
本
性
「
聖
人
」
で
あ
る
事
を
自
覚
し
た
「
聖
人
」
こ

そ
が
人
の
管
理
者
と
し
て
の
人
主
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
視
点
を

基
準
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
蘇
秦
自
身
で
あ
る
の

か
、
後
の
編
集
者
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
視

点
は
確
か
に
既
に
見
た
「
肱
徳
篇
」
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
、
誠
に
知
を
好
み
て
元
道
な
れ
ば
、
則
ち
天
下
大
乱
す
。

I

中
略
ー
罪
は
知
を
好
む
に
在
り
。
故
に
天
下
は
皆
其
の
知
ら
ざ

る
所
を
求
む
る
を
知
る
も
、
其
の
已
に
知
る
所
を
知
る
者
な
し
。

皆
其
の
不
善
と
す
る
所
を
非
と
す
る
を
知
る
も
、
其
の
已
に

と
す
る
所
を
非
と
す
る
者
な
し
。
是
を
以
て
大
乱
す
。
ー
中
略

ー
甚
だ
し
き
か
な
、
知
を
好
む
の
天
下
を
乱
す
や
。
三
代
よ
り

以
下
は
、
是
れ
の
み
。
夫
の
種
種
の
民
を
舎
て
、
夫
の
役
役
の

倭
を
悦
び
、
夫
の
括
淡
無
為
を
釈
て
、
夫
の
叫
弊
の
意
を
悦
ぶ
。

叩

叫

、

巳

に

天

下

を

乱

す

。

（

肱

徳

）

本
性
「
聖
人
」
以
外
の
人
は
「
無
道
」
で
あ
り
、
「
括
淡
無
為
」

を
捨
て
て
知
を
好
む
。
そ
れ
が
混
乱
の
原
因
だ
と
い
う
事
は
、
人

主
以
外
に
「
聖
人
」
が
出
現
し
、
そ
れ
を
人
が
利
用
し
て
「
上
」

と
な
り
国
や
制
度
を
盗
む
事
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
肱
徳
篇
」
は
、
「
聖
人
」
こ
そ
が
「
人
主
」
で
あ
る
べ
き

だ
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
符
言
篇
」
を
含
む
原
鬼
谷
子

の
構
成
の
視
点
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
肱
徳
篇
」
は
、

「
聖
人
」
が
「
聖
人
」
で
あ
る
と
い
う
限
定
の
超
克
を
要
求
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
原
鬼
谷
子
に
は
こ
れ
だ
け
が
欠
け
て

い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
『
鬼
谷
子
』
に
「
肱
椀
篇
」
を
付
加
し

た
編
集
者
は
、
『
荘
子
』
「
天
下
篇
」
の
作
者
と
同
一
の
視
点
か
ら
、

言
語
相
対
論
の
極
点
で
あ
る
「
絶
聖
棄
知
」
の
視
点
を
伝
承
す
る

為
に
「
肱
徳
篇
」
を
付
加
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
思
想
的
整

合
性
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
様
に
推
論
す
る
事
が
出
来

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
「
肱
椀
篇
」
が
『
鬼
谷
子
』
に
不
可
欠
な
理

由
を
思
想
的
整
合
性
の
面
か
ら
考
察
し
た
結
果
で
あ
る
。
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以
上
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
『
鬼
谷
子
』
の
無
為
に
し
て
人
を
牧

す
る
「
道
術
」
は
、
『
老
子
』
に
基
く
対
人
管
理
方
法
で
あ
り
（
注
23)
、

『
荘
子
』
の
「
道
術
」
（
「
天
下
篇
」
の
視
点
）
は
、
『
老
子
』
に
基

く
自
己
管
理
方
法
と
す
る
事
が
出
来
る
。
こ
の
『
鬼
谷
子
』
に
『
荘

子
』
と
同
文
の
『
老
子
』
の
「
絶
聖
棄
知
」
の
解
釈
で
あ
る
「
肱

被
篇
」
が
付
加
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
は
、
思
想
的
に
『
荘
子
』

と
『
鬼
谷
子
』
が
『
老
子
』
を
起
点
と
す
る
姻
戚
関
係
に
あ
る
こ

と
を
暗
示
す
る
。
『
鬼
谷
子
』
の
編
集
者
は
『
老
子
』
と
『
荘
子
』

に
共
通
す
る
思
考
を
『
鬼
谷
子
』
に
見
出
し
て
い
た
。
そ
れ
を
象

徴
す
る
の
が
『
鬼
谷
子
』
に
付
加
さ
れ
た
「
肱
匿
篇
」
で
あ
っ
た
。

『
荘
子
』
「
天
下
篇
」
の
編
集
意
図
か
ら
す
れ
ば
、
「
肱
徳
篇
」
の

位
置
は
道
家
思
想
の
核
心
に
あ
る
。
こ
れ
は
言
語
相
対
論
の
核
心

が
、
言
語
を
相
対
と
位
置
付
け
る
自
己
自
身
の
相
対
化
で
あ
る
こ

と
を
実
証
す
る
。
故
に
『
鬼
谷
子
』
も
『
荘
子
』
と
同
様
に
『
老

子
』
の
展
開
例
、
「
道
術
」
な
の
で
あ
る
。
た
だ
『
荘
子
』
は
言
語

の
枠
組
み
を
超
克
し
己
を
救
う
事
に
力
点
が
あ
り
、
『
鬼
谷
子
』
は

そ
の
相
対
的
言
語
を
相
対
と
す
る
立
場
か
ら
人
を
救
お
う
と
す
る

と
い
う
正
反
対
の
展
開
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
注
24)
。
そ
し
て
、

そ
の
思
考
の
要
が
「
聖
人
」
に
よ
る
「
聖
人
」
自
身
の
否
定
で
あ

お
わ
り
に

り
、
「
肱
徳
篇
」

の
で
あ
っ
た
。

は
そ
れ
を
認
識
し
た
道
家
的
な
編
集
者
の
認
識
な

(
1
)
『
荘
子
』
の
底
本
は
『
績
古
逸
叢
書
』
所
収
宋
本
『
南
華
慎
経
』
を

用
い
、
世
徳
堂
本
（
『
四
部
叢
刊
』
所
収
）
、
馬
叙
倫
『
荘
子
義
證
』
、

劉
文
典
『
荘
子
補
正
』
、
王
叔
眠
『
荘
子
校
釈
』
等
の
諸
書
を
参
考
と

し
た
。

(
2
)

武
内
義
雄
氏
『
鬼
谷
子
を
読
む
』
（
同
氏
全
集
第
六
巻
諸
子
篇
一
所

収
昭
和
五
十
四
年
角
川
書
店
元
『
支
那
學
』
第
五
巻
4
号

昭

和
四
年
）

(
3
)
拙
稿
「
『
鬼
谷
子
』
の
文
献
学
的
考
察
ー
武
内
義
雄
説
を
巡
っ
て
ー
」

（
『
中
嶋
隆
蔵
先
生
退
休
記
念
論
集
』
所
収
平
成
十
八
年
三
月
イ

ズ
ミ
ヤ
出
版
）
参
照
。
「
鬼
谷
子
日
」
と
す
る
も
の
は
、
「
紗
本
國
會

圏
書
館
描
製
北
平
岡
書
館
善
本
書
膠
片
」
、
「
清
周
廣
業
校
讀
斑
齋

叢
書
己
集
第
四
十
一
至
四
十
五
冊
儒
門
経
済
長
短
経
九
巻
」
、
「
浦

周
廣
業
校
讀
齋
齋
叢
書
戊
ー
辛
集
第
四
十
至
六
十
四
冊
」
、
「
紗
本

中
國
子
學
名
著
集
成
縦
横
家
子
部
」
、
「
叢
書
集
成
初
編
」
（
国
会
図
書

館
蔵
）
で
あ
り
、
「
荘
子
日
」
と
す
る
も
の
は
、
「
四
庫
全
書
本
」
及

び
「
績
函
海
第
一
函
第
一
、
二
冊
川
西
李
雨
村
編
萬
巻
楼
蔵
版

錦
州
李
調
元
雨
村
校
無
注
」
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
で
あ
る
。
尚

注
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『
長
短
経
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
周
斌
「
長
短
経

校
証
与
研
究
」
（
蜘
年
巴
蜀
書
社
）
が
あ
る
が
、
こ
の
出
典
の
異
同

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

(
4
)
拙
稿
「
『
鬼
谷
子
』
の
「
道
術
」
」
（
『
文
化
』
第
7
1
巻
1
、

2
号

平

成
十
九
年
九
月
）

(
5
)
柳
宗
元
『
辮
鬼
谷
子
』
（
後
出
•
第
四
章
）
に
世
を
乱
す
「
妄
言
」

と
断
ず
る
の
が
そ
の
代
表
で
あ
る
が
、
「
妄
言
」
と
は
「
正
言
」
と
い

う
絶
対
善
概
念
を
前
提
と
し
、
「
乱
世
」
は
「
治
世
」
と
い
う
理
想
概

念
を
前
提
と
す
る
非
難
で
あ
る
。

(
6
)
老
睛
死
。
秦
失
弔
之
、
三
暁
而
出
。
弟
子
日
、
非
夫
子
之
友
邪
。
日
、

然
。
然
則
弔
焉
若
此
可
乎
。
日
、
然
。
始
也
吾
以
為
其
人
也
、
而
今

非
也
。
向
吾
入
而
弔
焉
、
有
老
者
哭
之
如
哭
其
子
、
少
者
哭
之
如
哭

其
母
。
彼
其
所
以
會
之
、
必
有
不

lMf言
而
言
、
不
眸
哭
而
哭
者
。
是

遁
天
倍
情
、
忘
其
所
受
。
古
者
謂
之
遁
天
之
刑
。
（
『
荘
子
』
内
篇

養
生
主
）

(
7
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
鬼
谷
子
』
の
聖
人
観
」
（
『
集
刊
東

洋
学
』
第
9
6
号
平
成
十
八
年
十
月
）
で
述
べ
た
。

(
8
)
武
内
義
雄
氏
『
読
荘
私
言
』
（
同
氏
全
集
第
六
巻
諸
子
篇
一
所
収

昭
和
五
十
四
年
角
川
書
店
元
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢

昭
和
九
年
）
に
は
、
「
七
篇
に
よ
る
と
荘
周
学
説
の
要
点
は
万
物
斉
等

の
理
を
観
じ
て
性
を
全
く
し
真
を
保
つ
と
い
う
こ
と
に
帰
す
る
。
」
と

あ
り
、
金
谷
治
氏
「
荘
子
」
(
-
)
（
岩
波
文
庫
）
の
解
説
、
及
び
同

氏
「
『
荘
子
』
内
篇
に
つ
い
て
」
（
日
本
中
国
学
会
報
5
昭
和
二
十

八
年
）
に
よ
れ
ば
、
中
心
思
想
は
万
物
斉
同
観
に
基
く
「
因
循
主
義
」

で
あ
り
、
人
間
社
会
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
絶
対
的
な
精
神
の
自

由
、
自
然
と
冥
合
し
た
魂
の
安
ら
ぎ
が
そ
の
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
要
す
る
に
こ
れ
ら
は
「
こ
と
ば
」
を
超
え
る
事
で
解
決
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

(
9
)
『
荘
子
』
「
内
篇
」
の
言
語
相
対
論
、
彼
我
の
是
非
善
悪
の
論
を
踏
ま

え
て
外
篇
の
「
肱
徳
篇
」
は
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(10)

「
無
為
」
が
人
の
管
理
者
の
立
場
で
あ
る
と
す
る
の
は
『
鬼
谷
子
』

の
立
脚
点
で
も
あ
り
、
概
念
相
対
論
に
共
通
す
る
立
場
と
考
え
ら
れ

る。

(11)

金
谷
治
氏
『
荘
子
』
（
岩
波
書
店
）
第
二
冊
（
外
篇
）
「
肱
箇
篇
」
に

あ
る
説
明
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

(12)

武
内
義
雄
氏
『
老
子
と
荘
子
』
同
氏
全
集
第
六
巻
諸
子
篇
一
所
収
121

頁

(13)

武
内
氏
同
書
131
頁

(14)
金
谷
治
氏
「
『
荘
子
』
天
下
篇
の
意
味
」
（
金
谷
治
中
国
思
想
論
集
下

巻
138
頁
）
（
元
『
文
化
』
十
六
巻
六
号
殴
年
所
収
）

(15)
金
谷
氏
同
書
133
頁

(16)
篇
の
構
成
に
つ
い
て
は
郭
象
に
よ
る
再
編
集
を
経
た
三
十
三
篇
本
に

由
る
し
か
な
い
が
、
郭
象
の
編
集
意
図
に
つ
い
て
の
考
察
に
は
、
古

氏
「
郭
象
に
よ
る
『
荘
子
』
剛
定
」
（
『
東
方
學
』

92
輯
障
年
）

勝
隆
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が
あ
り
、

そ
の
注
釈
の
内
容
か
ら
「
郭
象
は
「
斉
」
を
中
心
に
、
『
荘

子
』
を
再
構
成
し
た
」
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
各

篇
の
配
列
に
そ
れ
が
ど
の
様
な
影
閣
を
及
ぼ
し
た
か
に
就
い
て
ま
で

は
考
究
す
る
術
は
無
い
様
で
あ
る
。

(17)

「
道
」
の
字
、
四
部
叢
刊
本
は
「
導
」
に
つ
く
る
。
金
谷
氏
は
『
荘

子
』
（
岩
波
文
庫
）
「
天
下
篇
」

201
頁
で
注
疏
本
、
世
徳
堂
本
に
よ
っ

て
「
道
」
に
改
め
「
言
」
と
解
釈
し
、
福
永
光
司
氏
は
、
『
荘
子
』
（
朝

日
古
典
選
17)

「
天
下
篇
」

192
頁
で
「
導
」
の
ま
ま
解
釈
す
る
。
こ
こ

で
は
「
道
術
」
の
説
明
と
い
う
視
点
か
ら
「
道
」
に
改
め
、
そ
の
ま

ま
解
釈
し
た
。

(18)
武
内
氏
前
掲
書
9
2
頁

(19)
『
老
子
』

25
章
「
物
有
り
混
成
し
、
天
地
に
先
ん
じ
て
生
ず
。
寂
た

り
塞
た
り
、
独
立
し
て
改
め
ず
、
以
て
天
地
の
母
と
為
す
べ
し
。
吾

未
だ
そ
の
名
を
知
ら
ず
、
之
に
字
し
て
道
と
日
ふ
。
」
拙
論
「
「
こ
と

ば
」
に
つ
い
て
」
（
『
清
真
学
園
紀
要
』
1
1
号
平
成
八
年
三
月
）
参

照

(20)

注

(
3
)
参
照

(21)
注

(
3
)
参
照

(22)

「
肱
徳
篇
」
は
『
鬼
谷
子
』
前
半
の
作
者
と
は
別
人
の
も
の
と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
故
に
編
集
者
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

(23)
注

(
7
)
参
照

〔
附
記
〕
本
稿
は
学
位
論
文
『
鬼
谷
子
の
研
究
』
（
東
北
大
学
）
（
平
成
二
十

一
年
三
月
）
と
し
て
提
出
し
た
も
の
の
内
、
未
発
表
の
『
荘
子
』
に
関
す
る

部
分
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

24)
注

(
4
)、
（

8
)
参
照

(134) 


